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ネットワーク 市民 施設だより そうだん

お知らせ

浄光寺の藤の花
　市公式FBで人気のあった記事を紹介して
いきます。ぜひFBもチェックしてください。
…………………………………………………
　別名「藤寺」と呼ばれる浄光寺では、
樹齢100年を超える３本の巨木から開花
した見事な藤棚を見ることができます。
敷地内の展望台から見る藤棚も美しいで
すよ。ぜひ足を運んでください。

（2017年４月27日投稿）。
■問い合わせ先
　秘書政策課広報報道担当
　☎（36）1055

森林環境税で森を元気に！

山を守る草の根の活動

　森林の働きを十分に発揮できる健全な状態で
次世代に引き継ぐため、平成20年４月に県で
森林環境税が導入され、県民税に年間500円が
加算されています。市はこれを活用し、荒廃
した森林の再生や県民参加の森づくりに取り 

組み、10年間で約700haの山林の整備を行って
きました。
　平成30年以降も森林環境税が継続されること
となり、市でもこれまでの取り組みや活動を継
続していきます。

　里山づくり活動を展開する市民団体や各地区のコミュニ
ティでは、登山道整備、山林や山道の不法投棄を監視する
活動が行われています。

整備され、光りが差し込む様子

竹林整備活動（里山の会）

荒廃森林再生事業
　林業の不振などにより長期間手入れがなされず放置
された「すぎ・ひのき」に対して、間伐や侵入竹の除
去を行い、森林の機能を高める事業です。

海岸防風林の松くい虫駆除・強化対策
　松林は沿岸地域の潮風や海砂の飛散を防ぎ、農作物
や住宅、道路など人々の生活を守る防風保安林として
の働きなどがあります。松くい虫による松枯れに対し、
枯れ松の伐倒や予防対策・植樹などを行っています。 松苗植えをするボランティアのみなさん

さつき松原の植樹活動
●松苗植え…２月第１日曜日
●松枝拾い…３月第１日曜日

荒廃した森
も り

林の再生 森
も り

林づくり活動

　宗像には四塚連山（城山、湯川山、孔大寺山、金
山）や白山・許斐山などの緑豊かな自然に恵まれてい
ます。その山々が蓄える「森林」には、雨水を浄水し
たり、山が崩れるのを防ぐなどの機能があり、私たち
の暮らしを支える「共有の財産」です。しかし近年は、
林業の従事者の減少や高齢化などで間伐などの手入れ
が行き届かず、荒廃した森林が増加しています。

むなかたの森
も り

林を未来へ
〜山からの恵みはみんなの財産〜 ■問い合わせ先

　農業振興課　☎（36）0041

　放置された竹林は、人工林や広葉樹林へと侵入し、
空間を狭めて光りを遮断することで、健全な森林の
樹木を枯死させていきます。山の機能の低下は、土
砂災害の可能性が高まるなど、私たちの生活に影響
を及ぼしていきます。

スギやヒノキの林内に竹が侵入した様子

山開き情報

白山まつり
●日時　４月29日（日・祝）
　　　　9:00〜12:00　＊小雨決行
●場所　山田地蔵尊下（山田700）
●内容　白山下山後、甘酒と、ぜんざいの
　　　　ふるまいあり　＊事前申込不要
■問い合わせ先　白山城址を守る会（花田）
　　　　　　　　☎090（5471）1949

●日時　４月29日（日・祝）
▽受付＝9:00
▽安全祈願祭＝10:00
▽ぜんざい会＝11:00
●場所
▽受付、安全祈願祭＝城山山頂
▽ぜんざい会＝教育大学側登山口
＊記帳者先着500人に記念品贈呈
＊雨天時は、全て教育大学側登山口で実施
＊駐車場に限りあり。
　公共交通機関の利用を
＊詳細は問い合わせを
■問い合わせ先　城山を守る会（江頭）
　　　　　　　　☎090（8624）0310

城山まつり

山へ行こ
う

不法投棄見回り活動
（池野地区コミュニティ）



・場　所：当社ショールーム
・日　時：４月14日（土）
　　　　　10:00～17:00（１クール1時間）
・内　容：ガイナ効果諸実験
・特　典：T ポイント 300P贈呈
・受講料：無料　※事前予約必要

http://edesign-inc.jp E-mail info@edesign-inc.jp

相談・見積
 無料

住まいの事でお困りの際は 何でもお気軽にご相談下さい！住まいの事でお困りの際は 何でもお気軽にご相談下さい！
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満
18
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を

持
つ
宗
像
市
民
で
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
宗

像
市
長
選
挙
の
選
挙
権
が
あ
り

ま
す
。

今
回
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
人

●
年
齢
要
件
　
平
成
12
年
４
月

23
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●
転
入
者
の
登
録
要
件
　
平
成

30
年
1
月
14
日
ま
で
に
転
入

届
出
し
、
引
き
続
き
居
住
し

て
住
民
基
本
台
帳（
住
民
票
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

＊
平
成
30
年
１
月
15
日
以
降
に

転
入
届
出
を
し
た
人
は
、
今

回
の
選
挙
人
名
簿
に
は
登
録

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の

宗
像
市
長
選
挙
に
は
投
票
で

き
ま
せ
ん

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
に
、投
票
所
入
場
券（
ハ

ガ
キ
）
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の

入
場
券
は
、
投
票
日
や
投
票
所

を
表
示
し
、
投
票
所
で
の
選
挙

人
名
簿
照
合
な
ど
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

投
票
に
行
く
と
き
は
、
投
票
所

の
場
所
な
ど
を
よ
く
確
か
め
、

こ
の
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
所
入

場
券
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

入
場
券
が
届
か
な
い
、

な
く
し
た
と
い
う
場
合

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
宗
像
市
民
で
あ
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。
居
住
し
て
い
る
地

域
の
投
票
所
（
投
票
日
の
み
）

ま
た
は
、
期
日
前
投
票
所
の
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
自
分
の
投
票
所
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
を

宗
像
市
長
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
宗
像
市
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
最
も
重
要
か
つ

基
本
的
な
機
会
で
す
。
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
人
を
選
ぶ
た
め
に
は
、
常
に
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
選

挙
で
候
補
者
の
人
物
や
政
策
を
見
極
め
て
、
主
権
者
と
し

て
自
覚
あ
る
一
票
を
投
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

☎（
36
）１
３
７
５

投・開票日

４月22日（日）
●
投
票
日　

４
月
22
日（
日
）

●
投
票
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

＊
地
島
投
票
区
と
大
島
投
票
区
は
、
４
月
20
日（
金
）

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
に
繰
上
投
票

●
開
票
日
時　

４
月
22
日（
日
）
午
後
９
時
か
ら

●
開
票
場
所　

宗
像
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー（
須
恵
）

投
票
で
き
る
人
・

で
き
な
い
人

入
場
券
を
持
っ
て

投
票
所
へ

不
在
者
投
票

明るい選挙イメージキャラクター
選挙のめいすいくん

①
滞
在
先
の
市
区
町
村
で
の
不

在
者
投
票

　
選
挙
期
間
中
、
出
張
や
旅
行

な
ど
で
、
他
の
市
区
町
村
に
滞

在
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
滞
在

先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
事
前
に
宗
像
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
連
絡
し
、
投
票

用
紙
な
ど
を
請
求
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
請
求
を
受
け
、
投

票
用
紙
な
ど
を
滞
在
先
へ
郵
送

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
持
っ
て

滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
日
の
前
日
ま

で
に
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
「
不
在
者
投
票
請
求
書
・
宣

誓
書
」
は
、
市
ＨＰhttp://

w
w

w
.city.m

unakata.
lg.jp/　

→
「
申
請
書
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
」
→
「
選
挙
」
→

「
不
在
者
投
票
請
求
書
・
宣

誓
書
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
②
病
院
な
ど
（
県
選
挙
管
理
委

員
会
が
指
定
し
た
施
設
）
で

の
不
在
者
投
票

　
入
院
中
の
人
で
歩
行
が
困
難

な
人
は
、
施
設
の
長
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

③
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

　
選
挙
期
日
に
投
票
す
る
人

は
、記
号
式
投
票
と
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
を
印

刷
し
て
い
ま
す
の
で
、
票
を
投

じ
た
い
候
補
者
氏
名
の
上
の
欄

に
○
（
記
載
台
に
ス
タ
ン
プ
を

設
置
）
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

余
計
な
文
字
な
ど
を
記
入
す
る

と
、
投
票
が
無
効
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
日
に
仕
事
、
入
院
、
冠

婚
葬
祭
、
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

次
の
期
間
に
「
期
日
前
投
票
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期

日
前
投
票
に
よ
り
投
票
す
る
人

は
、記
名
式
投
票
と
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
に
候
補
者
１
人
の
氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
余

計
な
文
字
な
ど
を
記
入
す
る

と
、
投
票
が
無
効
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
場
所
／
期
間

▽
市
役
所
（
北
館
１
階
・
１
０

３
会
議
室
）
／
４
月
16
日

（
月
）
～
同
21
日
（
土
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▽
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
・
ロ

ビ
ー
／
４
月
16
日
（
月
）
～

同
19
日
（
木
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

＊
地
島
投
票
区
と
大
島
投
票
区

の
人
は
、
市
役
所
の
期
日
前

投
票
所
で
の
投
票
も
４
月
19

日
（
木
）
ま
で

＊
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
入
場
券
に
「
期

日
前
投
票
宣
誓
書
」
を
印
刷

し
て
い
ま
す
の
で
、
入
場
ま

で
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い

＊
投
票
所
入
場
券
が
手
元
に
な

い
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

＊
点
字
投
票
は
、
期
日
前
投
票

所
で
も
で
き
ま
す

　
投
票
用
紙
へ
の
記
入
が
困
難

な
人
は
、
投
票
所
の
係
員
が
代

筆
と
立
ち
会
い
を
行
う
代
理
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
投
票
所

の
投
票
管
理
者
が
代
筆
で
の
投

票
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

に
投
票
立
会
人
の
意
見
を
聞
い

た
上
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

当
日
投
票

期
日
前
投
票

点
字
投
票

代
理
投
票

＊
投
票
管
理
者
が
定
め
る
者
以

外
に
よ
る
代
筆
は
で
き
ま
せ

ん
＊
期
日
前
投
票
所
で
も
代
理
投

票
が
で
き
ま
す

なぜなに選管 選挙公報
　選挙公報は、候補者の氏名、経歴、写真、政見
などを掲載した文書です。衆議院議員選挙、参議
院議員選挙、県知事選挙では県選挙管理委員会が
発行し、市長選挙と市議会議員選挙では市選挙管理委員会が発行して
います。
　選挙公報の原稿や写真は、立候補届出の際（選挙の公示・告示日）に、
候補者から選挙管理委員会に提出されます。そして、立候補届出の締
切り後に掲載順序を決定するくじ引きを行ってから、印刷に取り掛か
ります。したがって、みなさんの家に選挙公報が届くのは、おおむね
立候補届出日から３日目以降になります。
＊万一、投票日の２日前までに選挙公報の配布がなかった場合は市選
　挙管理委員会まで連絡してください
■問い合わせ先　市選挙管理委員会事務局（総務課）　☎（36）1375

【
３
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

投
票
方
法



会議室５にて無料相談を実施

自宅　宗像市

困ったことは
何でも

ご相談下さい。

遺言、相続、離婚、その他お困りごと

宗像ユリックス 受付 13時～16時

行政書士合同事務所ロイテック 行政書士 伊藤弘幸

事務所　古賀市中央1-1-50

☎ 092-692-1151
携帯 090-7980-1240

4/4（水）・4/20（金）・5/11（金）

相談は 17 時まで
予約不要・先着順
お気軽にどうぞ
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「もっと宗像が好きになる」

文化芸術活動を応援します
　市では、文化芸術（＊１）のまちづくり10年ビジョンを推進するため、文化芸
術活動（＊２）に対し、補助金を交付します。

（＊１）美術・音楽・写真・演劇・舞踊その他の芸術、伝統芸能及び地域の伝統
または生活に根差した文化
（＊２）文化芸術の鑑賞・創造・継承活動

■問い合わせ先　文化スポーツ課　☎（36）1540

文化芸術で
もっと宗像が好きになる

文化芸術に親しめる
環境整備

文化芸術のための
人づくり

文化芸術の
保存・活用・継承

文化芸術を活かした
まちづくり

【文化芸術のまちづくり10年ビジョンの基本理念】

【募集要項】

新たな創造性のある
文化芸術事業

枠にとらわれない
新たな文化芸術活動

地域伝統文化継承及び
活用事業

後継者育成を視野に入れた、地域に根
付く伝統文化を保存・活用・継承し、
まちづくりに活かすための取り組み

対象団体

３人以上で構成する団体
＊市から補助金や交付金などを受けて活動を行っている団体は対象外

市内外問わず 市内団体のみ

条件 活動の場が市内であること

補助額 最高70万円
（補助対象経費の３分の２以内）

最高５０万円
（補助対象経費の４分の３以内）

要件 同一事業で、他の補助金や交付金などを受けていないこと、他

期間 最長３年度間

＊申請後、市民文化・芸術活動審議会で審査します。まずは、相談してください

同補助金の報告会

　平成29年度に文化芸術活動事業補助金の交付を受けた団体の報告会を開催し
ます。文化芸術活動事業補助金の申請を検討している団体は、ぜひ参加してくだ
さい。
●日時　４月16日（月）15：00
●場所　メイトム宗像・202会議室　＊事前申込不要

　同補助金申請を、下表の要項で受け付けますので応募してください。
●申請方法　必要書類を提出
▽郵送＝〒811-3492／住所不要／文化スポーツ課あて
▽窓口（西館２階）
＊申請書は文化スポーツ課で入手か、メイトム宗像 ＨＰ http://kouryuukan. 
　com/action/action05.htmlからダウンロード可
●申請期間　４月16日（月）〜５月11日（金）

文化芸術活動事業補助金の申請団体を募集

「文化芸術のまちづくり10年ビジョン」とは

　宗像の文化芸術を知ることで郷土愛を育み、文化芸術の力をまちづくりの推進
力とするために、基本理念（下図参照）に基づき「文化芸術でもっと宗像が好き
になる」という将来像を目指し、取り組んでいます。

▽
選
挙
運
動
に
関
す
る
飲
食
物

の
提
供
（
湯
茶
や
お
茶
う
け

の
お
菓
子
を
除
く
）

▽
選
挙
人
の
家
の
戸
別
訪
問

▽
有
権
者
に
よ
る
電
子
メ
ー
ル

を
使
っ
た
選
挙
運
動
（
候
補

者
や
政
党
な
ど
は
あ
ら
か
じ

め
電
子
メ
ー
ル
送
信
に
同
意

し
た
者
に
対
し
て
は
可
能
）

▽
選
挙
運
動
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
候
補
者
か
ら
届
い
た
電

子
メ
ー
ル
な
ど
、
選
挙
運
動

用
の
文
書
を
印
刷
し
て
配
る

こ
と

▽
18
歳
未
満
の
人
に
よ
る
選
挙

運
動

　
宗
像
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

（
須
恵
）
で
、
４
月
22
日
（
日
）

午
後
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▽
音
声
案
内

☎
０
１
８
０
（
９
９
１
）

７
７
７

▽
市
ＨＰhttp://w

w
w

.city.
m

unakata.lg.jp/

＊
４
月
22
日
（
日
）
午
後
10
時

か
ら
30
分
ご
と
に
情
報
更
新

予
定
。
音
声
案
内
は
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
利
用

は
不
可

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
選
挙

運
動
は
、
立
候
補
の
届
出
が
受

理
さ
れ
た
と
き
か
ら
選
挙
期
日

の
前
日
〈
４
月
21
日
（
土
）〉

開
票
速
報

主
な
選
挙
運
動
で
の

禁
止
事
項

【表１　郵便等投票の対象者】
対象 障がいの部位 障がいの程度

身体障害者手帳を
持っている人

両下肢・体幹・移動機能 １級か２級

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸

１級か３級

免疫・肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳を
持っている人

両下肢・体幹 特別項症～第２項症

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・肝臓

特別項症～第３項症

介護保険の被保険者証
を持っている人

要介護５

【表２　代理記載制度の対象者】
対象 障がいの部位 障がいの程度

身体障害者手帳を
持っている人

上肢・視覚
１級

戦傷病者手帳を
持っている人

特別項症～第２項症

り
、投
票
所
に
行
け
な
い
人（
下

表
１
参
照
）
は
、
在
宅
で
「
郵

便
な
ど
を
使
っ
た
不
在
者
投

票
」を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
投
票
は
、
事
前
に
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
必
要

な
人
は
、
宗
像
市
選
挙
管
理
委

員
会
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
の
請
求

申
請
は
、４
月
18
日（
水
）ま
で
、

地
島
投
票
区
と
大
島
投
票
区
の

人
は
、
４
月
16
日
（
月
）
ま
で

で
す
。

＊
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
利
用
す
る
人
（
下
表
１

に
該
当
す
る
人
）
で
、
か
つ

自
署
に
よ
る
投
票
が
で
き
な

い
人
（
下
表
２
に
該
当
す
る

人
）
は
、
代
理
記
載
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
に
届
け
出
た
人
（
選
挙
権

を
有
す
る
人
に
限
る
）
が
投

票
に
関
す
る
代
理
記
載
人
と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ま
で
の
間
で
し
か
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
立
候
補
届
出
前

の
選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
選
挙
運
動
期
間

中
で
あ
っ
て
も
選
挙
運
動
用
自

動
車
な
ど
で
の
連
呼
行
為
や
街

頭
演
説
を
行
う
時
間
帯
は
、
午

前
８
時
〜
午
後
８
時
の
間
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
運
動
は
、
各
候
補
者
の

政
見
、
政
策
な
ど
を
知
り
、
一

票
を
投
じ
る
判
断
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
公
職

選
挙
法
で
は
選
挙
の
公
正
・
公

平
を
確
保
す
る
た
め
、
選
挙
運

動
で
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い

こ
と
を
細
か
く
定
め
て
い
ま

す
。

【
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
】

開　

票

選
挙
運
動
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
、
土
地
や
家
屋
、
償

却
資
産
を
所
有
す
る
人
に
課
税

さ
れ
る
市
税
で
す
。所
有
者
は
、

そ
の
年
の
４
月
１
日
か
ら
１
年

度
分
の
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
土
地
と
家
屋
は
、
３

年
に
一
度
固
定
資
産
の
見
直
し

（
評
価
替
え
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
そ
の
年
度
に

当
た
り
、
評
価
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
30
年
度
の
市

内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
な

ど
を
公
開
。
個
人
情
報
保
護
の

た
め
、
本
人
確
認
を
実
施
し
ま

す
。

●
期
間
　
４
月
２
日
（
月
）
～

５
月
１
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階
・

税
務
課
８
番
窓
口
、
大
島
行

政
セ
ン
タ
ー

●
縦
覧
で
き
る
人

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
土

地
で
課
税
さ
れ
て
い
る
人

▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
家

屋
で
課
税
さ
れ
て
い
る
人

●
持
参
品
　
運
転
免
許
証
や
納

税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
な

ど
納
税
義
務
者
本
人
の
確
認

が
で
き
る
も
の

＊
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要

新
築
住
宅
の
減
額
措
置

　
新
築
し
た
住
宅
に
係
る
固
定

資
産
税
は
一
定
の
期
間
、
床
面

積
１
２
０
平
方
㍍
分
ま
で
２
分

の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
の
住
宅
は
新
築
か
ら
３

年
度
分
（
３
階
建
以
上
の
耐
火

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
を
、
４
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
同
封
の

「
税
の
し
お
り
」
と
「
課
税
明
細
書
」
で
、
課
税
状
況

や
納
付
額
、
納
税
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係　

☎（
36
）７
３
５
１

土
地
・
家
屋
価
格
な
ど

の
縦
覧
帳
簿
を
公
開

固
定
資
産
税
の減

額
措
置

　平成30年度の対象者は、今までに23価の肺炎球菌ワクチンを接
種したことがない人で、下表の生年月日に該当する人です。

●実施期間　平成30年４月１日（日）〜同31年３月31日（日）
＊休診日を除く
●季節に関係なく、年間を通して接種できます
●接種を受ける義務はなく、自らの意思で接種を希望する人のみ
に、接種を実施
●実施医療機関や接種費用の免除など、詳細は市広報紙４月１日
号と同時配布の「平成30年度版むなかた健康づくり情報誌いき
いき！」２ページで確認を

■問い合わせ先　健康課　☎（36）1187

【高齢者の肺炎球菌予防接種の対象】

65歳になる人 昭和28年４月２日生〜同29年４月１日生

　
　
　
　

接
種
費
用
は
５
６
８
０
円

　
　
　
　

＊
８
６
８
０
円
の
う
ち
、
３
０
０
０
円
を
公
費
で
負
担

70歳になる人 昭和23年４月２日生〜同24年４月１日生

75歳になる人 昭和18年４月２日生〜同19年４月１日生

80歳になる人 昭和13年４月２日生〜同14年４月１日生

85歳になる人 昭和８年４月２日生〜同９年４月１日生

90歳になる人 昭和３年４月２日生〜同４年４月１日生

95歳になる人 大正12年４月２日生〜同13年４月１日生

100歳になる人 大正７年４月２日生〜同８年４月１日生

60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能障害か、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害で身体障害
者手帳1級の人
＊接種時に、身体障害者手帳の提示が必要です

高齢者の肺炎球菌
４月から予防接種の

対象者が変わります

建
築
物
は
５
年
度
分
）、
長
期

優
良
住
宅
は
新
築
か
ら
５
年
度

分
（
３
階
建
以
上
の
耐
火
建
築

物
は
７
年
度
分
）
適
用
さ
れ
ま

す
。

●
要
件

▽
新
築
し
た
住
宅
（
別
荘
、
モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
を
除
く
）

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
一
戸

当
た
り
50
平
方
㍍
（
賃
貸
共

同
住
宅
は
40
平
方
㍍
）
～
２

８
０
平
方
㍍
（
付
属
家
を
含

む
）

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
延
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
こ
と

そ
の
他
の
減
額
措
置

　「
住
宅
の
耐
震
改
修
」「
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
」「
住

宅
の
熱
損
失
防
止
改
修
（
省
エ

ネ
改
修
）」
に
伴
う
減
額
措
置

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
改
修

工
事
終
了
後
３
カ
月
以
内
に
必

要
書
類
を
税
務
課
固
定
資
産
税

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
家
屋
の
新
増
築
、
滅
失
、
用

途
変
更
＝
家
屋
の
新
増
築
や

家
屋
の
全
部
か
一
部
を
取
り

壊
し
た
場
合
や
、
用
途
を
変

更
し
た
場
合
は
、
税
務
課
固

定
資
産
税
係
へ
必
ず
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い

＊
法
務
局
で
登
記
手
続
き
を
し

た
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　　
土
地
の
上
に
一
定
要
件
を
満

た
す
住
宅
が
あ
る
と
「
住
宅
用

地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特

例
」
が
適
用
さ
れ
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

住
宅
の
滅
失
や
そ
の
住
宅
と
し

て
の
用
途
を
変
更
す
る
と
特
例

の
適
用
か
ら
外
れ
ま
す
。

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
を
発
送
し
ま
す

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
で
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
受
け
た

人
権
相
談
の
問
題
解
決
の
手
伝

い
や
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
人

権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
宗
像
市
人
権
擁
護
委
員
　

▽
大
川
哲
郎
さ
ん

▽
石
橋
文
恵
さ
ん

▽
権
田
静
香
さ
ん

▽
清
水
正
博
さ
ん

▽
千
々
和
仁
子
（
ひ
ろ
こ
）
さ

ん
▽
江
坂
實
生
（
じ
つ
お
）
さ
ん

　
平
成
30
年
１
月
１
日
付
で
委

嘱
▽
金
子
博
巳
さ
ん

　
平
成
30
年
１
月
１
日
付
で
委

嘱

人
権
を
尊
重
し
あ
う

住
み
よ
い
都
市
の

実
現
を
目
指
し
て

４
月
は
「
宗
像
市
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す

　
人
権
の
「
今
」
を
取
り
巻

く
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、

人
権
の
も
つ
普
遍
的
な
意
味

や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
保
障
さ
れ

る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
無

料
。

●
テ
ー
マ
　「
わ
た
し
た
ち

の
人
権
と
責
任
～
今
こ
そ

人
権
に
向
き
合
う
～
」

●
場
所
／
日
程
／
時
間

▽
市
役
所
・
１
階
ロ
ビ
ー
／

４
月
９
日
（
月
）
～
同
12

日
（
木
）
／
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

▽
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
・
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
前
ロ
ビ
ー
／

４
月
13
日
（
金
）
～
同
17

日
（
火
）
／
午
前
９
時
～

午
後
10
時

▽
り
ば
て
ぃ
后
曲
／
４
月
18

日
（
水
）、
同
19
日
（
木
）

／
午
前
10
時
～ 

午
後
２

時
▽
松
山
公
民
館
／
4
月
20
日

（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

人
権
啓
発
学
習

パ
ネ
ル
展

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
街
の
身
近
な

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

　

市
で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
市
民
一
人
一

人
の
人
権
意
識
の
高
揚
が
図
れ
る
よ
う
、
人
権
問
題
の

解
決
に
向
け
た
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
対
策
課　

☎（
36
）１
２
７
０
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お知らせ

　市立の学校では「自立し、かかわりを深める子ども」の育成を目指し、
学校・地域・家庭が協働して、いろいろな取り組みを行っています。各
学校の特色ある取り組みを、約１年間にわたり紹介してきたこのコー
ナーは、今回で最終回となります。

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）5099

学校　　紹介

　子どもたちにとって、登下校時の見守り安全をはじめ、
芋の苗植、収穫など１年を通した「河東西小学校区ボラン
ティア会」の協力が大きな力になっています。３学期に開
催される、６年生の卒業祝いの餅つきもその一つ。準備も
同ボランティア会、学校、保護者で協力して行い、当日は
子どもたちと一緒に餅をついたり丸めたり、昔ながらの伝
統行事を体験し、ランチルームでおいしくいただきます。
丸めたお餅の一部は、子どもたちが書いた感謝の手紙を添
え、同会の会員と一緒に高齢者の自宅や地域の人が待つ公

民館に届け、お茶やお菓
子を囲んで交流します。
同会長の盛（もり）忠昭
さんは「学校は新しいで
すが、ボランティア参加
者が多く活気があり、餅
つきも10年以上になりま
す。毎年、子どもたちが
来るのを楽しみに待って
いる高齢者もいますよ」

と話してくれました。餅つきは、次の成長に向けての節目の行事。
地域に見守られているという感謝への気づきと恩返しの機会に
なっています。
【河東西小学校】
　平成10年、河東小学校から分離開校。児童数542人（３月１日
現在）。市内で一番新しい同小は、膜構造の体育館や、オープンス
ペース、ランチルームなどの設備、タブレットなどＩＣＴ機器を
使った学習が特徴的です。

　日の里学園の５〜８年生と地域の人や保護者から大き
な拍手で迎えられ入場してきた９年生。２月16日、同学
園の「９年生を送る会」は吹奏楽部の演奏で幕を開けま
した。出席できない１〜４年生は、各小学校で作成した
ビデオメッセージで校歌をプレゼントし、５〜８年生は
学年ごとに、９年生への感謝をこめて合唱。それにこた
えて９年生の合唱でフィナーレを飾ります。９年生最後
の勇姿に、在校生は「憧れの存在。近づけるよう頑張り
ます」と話してくれました。エンディングでは、生徒会

が作成した９年生の思
い出の写真でつづった
ビデオを上映。会場は
懐かしさに笑顔と涙が
あふれ、「学園最後の
合同行事、最高でした。
卒業しても頑張りま
す」と９年生へのエー
ルはしっかり届いてい
ました。参加した保護

者も「日の里は、学校と地域の行事も多く楽しいです。今日は
子どもの成長をうれしく感じました」と話してくれました。
【日の里中学校】
　昭和50年開校。生徒数320人（３月１日現在）平成24年に誕生
した日の里学園のキャラクター「ひのたん」は、当時の中学生が
デザインしたもので、モチーフの太陽が子どもたちに元気を与え
る存在になっていて、日の里名物の「日の里まんじゅう」のパッケー
ジなど、目にする機会が多く、地域の中でも親しまれています。

毎年歌われている「旅立ちの日に」で、
美しいハーモニーを披露

感謝の気持ちを歌に乗せて

日
の

中
里

河
東

小
西

お餅で年度最後の恩返し

将来の夢を話したり、人生の先輩のアドバ
イスを受けたり有意義な時間を過ごします

大島小学校、大島中学校の校章の成り立ちについて地域の人
に話を聞き、新しい大島学園の校章を、子どもたちの思いを
基にデザインしました。大島学園の新しい校章は、開校式で
お披露目されます

～ 義務教育学校としての新たなスタート～
　市では、平成30年４月に本市で初の義務教育学校「宗像市立大島学園」
を開校します。大島学園では、９年間の義務教育を一貫して行う新たな
学校として、小中一貫教育のさらなる推進をしていきます。
　平成18年から始まった小中一貫教育の中で、小学校と中学校、そして
地域が一つになって活動を行う際に使用してきた「大島学園」の愛称が、
そのまま新しい学校の名称に選ばれました。
　義務教育学校大島学園の開校に向けて、これまで子どもたちや先生、
島の人たちが一緒になって準備を進めてきました。
　大島学園の開校式は、４月６日（金）に大島学園の多目的ホールで行わ
れます。

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）5099

宗像市立大島学園を開校します
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広告

広 告

〒811-4161 福岡県宗像市朝町1470-1

～入会手続、書類等詳細につきましては、
　　　直接クラブへお問い合わせください～

●入会申込者が個人の場合は、日本国内に印鑑登録して
　いること
●入会申込者が法人の場合は、法人として印鑑登録して
　いること
●暴力団、暴力団員、暴力団関係企業・団体、その関係
　者またはその他の反社会的勢力ではないこと

PGMのメンバーしか味わえない
多彩なプログラム「P-CAP」

●P-CAP優待料金プログラム ●住居移転サポートプログラム
●追加入会サービスプログラム ●レベルアップサポートプログラム
●提携サービスプログラム ●海外提携コース優待予約サービスプログラム
各プログラムの詳細および最新の情報は「P-CAP」公式サイトでご確認ください
http://www.pacificgolf.co.jp/membership/pcap

TEL.0940-32-3544【会員担当まで…】

♦ 福岡市内、北九州市内どちらからも
　 30分の好アクセス！
♦ 宗像市内に広がる
    レディーズトーナメント開催実績も
    ある 県下唯一の36ホールズ！

福岡国際カントリークラブ福岡国際カントリークラブ

正会員　補充募集開始正会員　補充募集開始
募集要項

　　　　　   定員になり次第締め切り

円

■ 募集会員 正会員（個人・法人）／１名記名式

■ 募集金額

入会金

300,000 （税別）

※募集金額は全額入会金で預託金はございません

■ 募集期間

■ 募集人数 200名

■ 年 会 費 30,000円（税別）

　　　　　   定員になり次第締め切り

円

■ 募集会員 正会員（個人・法人）／１名記名式

■ 募集金額

入会金

300,000 （税別）

※募集金額は全額入会金で預託金はございません

■ 募集期間

■ 募集人数 200名

■ 年 会 費 30,000円（税別）

リーダーズボード
機能搭載！

♦スコアをナビに入力する
　だけでコンペ順位がリア
　ルタイムに表示！

♦リアルタイムに変化する
　順位にコンペが盛り上が
　ること間違
　いなし！

コンペパック

さらに！ゴルフ用品や食品など　　※料金はお得なPGMWEBでご確認ください
ご予算に応じてコンペ商品もご用意いたします！

※サービス内容は予告なく変更または終了する場合がございます

サービス① 昼食

サービス③　表彰式オードブル

サービス②　昼食時ワンドリンク
            （アルコールＯＫ）

サービス④　表彰式ソフトドリンク      
              １時間飲み放題

限定メニューよりお選
びいただけます。
一部追加料金が必要な
メニューもございます

得得

カート全台に

最新GPSナビ搭載カート全台に

最新GPSナビ搭載

入会条件

Love Life Love Golf.
ゴルフはもっと、素晴らしい。

大型コンペに最適！
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国民年金保険料の納付

　保険料は月額1万6,340円です。納付方法
は、納付書払いか、便利な口座振替やクレジッ
トカード納付もあります。
　４月から就職して、厚生年金・共済組合に
加入した場合は、納付しないでください。

保険料支払いが困難なとき

　保険料の未納が続くと年金が受けられなく
なるおそれがあります。次の制度で申請すれ
ば、保険料の納付が免除・猶予されます。

【①学生納付特例制度】
　20歳以上の学生で、本人の前年所得が一定
額以下の場合は、申請すれば保険料の納付が
猶予されます。
●平成29年度に申請して特例が承認されたの

は、平成30年３月分までです
●学生納付特例該当者のうち、４月１日現在

であらかじめ届け出のあった在学予定期間
が終了していない人には、ハガキ形式の申
請書が日本年金機構福岡広域事務センター
から郵送される予定です。平成30年４月か
ら平成31年３月分を申請する場合は、必要
事項を記入し、郵送で提出してください

【②免除・納付猶予制度】
　学生でない人で、本人・配偶者・世帯主の
前年所得が一定以下の場合は、申請すれば保
険料の納付が免除・猶予されます。
●平成29年７月以降に申請して承認されたの

は、平成30年６月分までです。７月分以降
の保険料の納付が困難な場合は、７月1日
以降に再度申請してください。（継続申請が
承認された人は除く）

●所得審査の対象者と申請期間　下表参照

【①②共通事項】
●持参品
▽基礎年金番号か個人番号（マイナンバー）

が分かるもの
（基礎年金番号の場合＝年金手帳、保険料納付

案内書、運転免許証など）
（個人番号の場合＝マイナンバーカードか、通

知カードと運転免許証など）
▽印鑑（本人が申請する場合は不要）
▽代理人が申請する場合は、運転免許証など

代理人の本人確認ができるもの、別住所の
場合は委任状

①のみ＝学生証の写し、在学証明書など
②のみ＝会社を辞めた場合は、離職年月日が

確認できる公的機関の証明（雇用保険受給
資格者証、雇用保険被保険者離職票など）

●申請先
▽東福岡年金事務所
　（福岡市東区馬出３-12-32）
▽市役所市民課国民年金係
　（本館１階・５番窓口）

お知らせ

国保加入者の届出などの窓口は
今までと変わりません

平成30年度から変わること

■問い合わせ先　国保医療課国民健康保険係　☎（36）1363

４月15日号から市広報紙が変わります

もっと親しみやすくなります♦表紙のデザインが変わります

もっと読みやすくなります♦行間や文字間が広くなります

もっとシンプルになります
♦ 市 か ら の お 知 ら せ 記 事・ 募 集 記 事・ イ ベ ン ト 情 報 は １ つ の 
　コーナー「情報ステーション」にまとめます

　これからも、市民のみなさんに寄り添う広報紙を目指します。
■問い合わせ先　秘書政策課広報報道担当　☎（36）1055

【宗像市世界遺産「神宿る島」宗像・
沖ノ島と関連遺産群基本条例（案）】

●実施日　１月６日～２月４日
●内容　23件の意見が提出されまし 

　　　た。貴重な意見を踏まえて検 
　　　討した結果、原案どおりとし 
　　　ました

＊意見の回答など詳細は、市ＨＰ http 
://www.city.munakata.lg.jp/→
トップページ左下のバナー「パブ
リック・コメント」→「終了案件」
で確認可

■問い合わせ先
　世界遺産課　☎（36）9456

Poi
nt１

Poi
nt１

Poi
nt2

Poi
nt2

Poi
nt3

Poi
nt3

市営住宅入居者募集

パブリック・コメント結果報告

【公営住宅】
●内容
▽南郷団地（原町）
▽平原団地（須恵）
▽原団地（江口）
▽荒開団地（深田）
●収入基準　同居しようとする親族

の収入を含め、諸控除後の所得金
額が月額15万8,000円以下

●家賃　団地や所得に応じて異なる
【改良住宅】
●内容　桜町団地（池田）
●収入基準　同居しようとする親族

の収入を含め、諸控除後の所得金
額が月額11万4,000円以下

●家賃　3,000円
【共通事項】
●入居要件　住宅に困っていて、市

民か市に通勤する人で、同居しよ
うとする親族がいる人

＊平原団地の一部、桜町団地につい
ては高齢者や障がいのある人など
は単身入居可

●申込期間　４月２日（月）～
　　　　　　同13日（金）
●申込方法　申込用紙に必要事項を

記入し、無地のハガキ２枚を添え
て、建築課（本館２階）か大島行
政センターへ持参

＊申込用紙は、４月２日（月）から、
建築課か大島行政センターで入
手か、市 ＨＰ http://www.city.
munakata.lg.jp/→「くらし・手
続き」→「くらし・環境」→「住
まい」→「平成30年度第１回市営
住宅入居者募集」からダウンロー
ド可

■問い合わせ先
　建築課　☎（36）5203

【高額療養費の多数回該当が県単位で通算され、
加入者の負担が軽減されます】

　国保加入資格の取得・喪失は都道府県単位になります。同
一県内の他市町村への転出などであれば、世帯の継続性が保
たれている場合に限り、平成30年４月以降の療養で発生した
高額療養費の多数回該当（＊２）は引き継ぎ、通算されるよ
うになります。
（＊２）多数回該当とは、過去12カ月間で高額療養費の対象と
なった月が４回以上となった場合、４回目から自己負担限
度額が引き下げられる制度です

【高額療養費に該当する世帯への案内は
支給予定額5,000円以上が対象となります】

　平成30年４月診療分から、支給予定額が5,000円以上の世
帯に「高額療養費支給申請のお知らせ」を送付します。

【葬祭費の支給額が変わります】
　国保加入者が亡くなった時に葬祭を行った人へ支給される
葬祭費が、平成30年４月以降、４万円から３万円に変更とな
ります。

　財政運営のしくみは変わりますが、加入・脱退の手続きや
保険給付の申請、保険税の納付など、各種届出の窓口はこれ
まで通りお住まいの市町村で行います。

　国民健康保険は平成30年３月まで市町村ごとに運営されて
いましたが、平成30年４月からは、県が財政運営の責任主体
となって市町村と共に国保の運営を行います。

【所得審査の対象者と申請期間】

学生納付
特例申請

免除申請
（学生でない人）

納付猶予申請（学生で
ない人で50歳未満の人）

対象 学生本人のみ 本人、配偶者、世帯主 本人、配偶者

申請
期間

申請月の２年１月前分まで申請可
＊平成30年７月分以降の免除申請、納付猶予申請は７月１日以降に受付開始

平成30年４月から
国民健康保険制度が

変わります

国民年金保険料納付案内書が届いたら

　日本年金機構（東福岡年金事務所）が４月上旬、第１号被保険者を対
象に「国民年金保険料納付案内書」を発送します。保険料を納めること
が困難な場合は、免除などの制度があります。

■問い合わせ先　▽東福岡年金事務所　　　　☎092（651）7967
　　　　　　　　▽市役所市民課国民年金係　☎（36）1128

【被保険者証などの
　　　　様式が変わります】
変更になる様式一覧（主なもの）
▽被保険者証（保険証）
▽高齢受給者証（＊１）
▽限度額適用認定証（＊１）
▽限度額適用・
　標準負担額減額認定証（＊１）
（＊１）８月の年度更新時から
　　　変更予定

①国民健康保険
　被保険者証
②資格取得年月日
③保険者名

変更内容

①福岡県国民健康保険
　被保険者証
②適用開始年月日
③交付者名
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彩
る
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
。
自
慢
の
花
壇
を

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
団
体
、

個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。
事
業
所
や

学
校
な
ど
も
大
歓
迎
で
す
。

＊
入
賞
し
た
場
合
は
、
入
賞
者
の

名
前
・
花
壇
の
写
真
な
ど
を
、

市
広
報
紙
や
同
会
ＨＰhttp://

m
izu-to-m

idori.com
/

で

掲
載
予
定

●
審
査
日
　
４
月
23
日
（
月
）

●
審
査
方
法
　
同
会
花
と
緑
部
会

が
、
応
募
者
の
自
宅
な
ど
を
訪

問
し
て
実
施

＊
審
査
前
に
開
花
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
場
合
は
、
審
査
当
日
（
訪

問
時
）
に
、
開
花
ピ
ー
ク
時
の

写
真
を
提
出
（
３
～
５
枚
。
内

１
枚
は
全
景
写
真
必
要
）。
写

真
は
返
却
不
可

●
審
査
対
象
　
道
路
か
ら
見
え
る

垣
根
や
庭
、
玄
関

＊
入
賞
者
に
賞
品
、
参
加
者
全
員

に
記
念
品
あ
り

●
申
込
締
切
日
　
４
月
16
日（
月
）

●
申
込
方
法
　

▽
☎
（
36
）
１
４
２
１

▽
郵
送
＝
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
を
明
記
し
て（
〒
８
１
１
・

３
４
９
２
／
住
所
不
要
／
同
会

事
務
局
〈
環
境
課
内
〉）

▽
窓
口
（
西
館
２
階
）

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課

☎
（
36
）
１
４
２
１

昨年の最優秀賞・城西ヶ丘公民館

む
な
か
た

「
水
と
緑
の
会
」

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

む
な
か
た
「
水
と
緑
の
会
」

会
員
募
集

●
主
な
活
動
　
清
掃
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
リ
サ
イ

ク
ル
石
け
ん
の
製
造
、

ホ
タ
ル
の
放
流
と
飛
翔

状
況
調
査
、
市
民
花
壇

の
植
栽
、「
釣
川
」
の

歌
の
普
及
な
ど

＊
同
会
は
、
市
の
水
と
緑

を
守
り
育
て
る
こ
と

で
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
を
作
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

●
年
会
費
　
５
０
０
円

【
総
会
開
催
】

●
日
時
　
４
月
28
日（
土
）

▽
受
付
＝
午
前
９
時
～

▽
実
施
＝
同
９
時
30
分
～

正
午

●
会
場
　
市
役
所
北
館
１

階
・
１
０
３
Ａ
会
議
室

＊
事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

む
な
か
た
「
水
と
緑
の

会
」
事
務
局
（
環
境
課

内
）☎

（
36
）
１
４
２
１

東京オリンピックを目指して
世界で輝く宗像アスリート！

　宗像市スポーツ表彰第１号
の福島さん（城山中出身）は、
海外遠征を行う中、昨年は世
界選手権で個人７位、ユニバー
シアードでは団体優勝など、
世界の舞台で堂々たる活躍を
見せています。今回は１年間
の成績報告のため来庁しまし
た。
　福島選手は今年法政大学を
卒業。４月からは社会人とし

て企業のサポートを受けながら世界を転戦し、2020年のオリンピック出
場・メダル獲得を目指しているそうです。
　JAPANのユニフォームに金メダル、笑顔がすてきな大学生の福島さん。
これからの活躍がますます楽しみですね。世界で輝く宗像発のアスリート、
応援よろしくお願いします。

■問い合わせ先　文化スポーツ課　☎（36）1540

２月２日／フェンシング福島史
し ほ み

帆実選手・市役所表敬訪問

久芳昭文副市長と福島さん

地域で楽しみながら省エネ
　県が県民運動として取り組むエコ
ファミリー事業に、葉山自治区でCO2

削減に取り組んでいる「葉山ヘルスケ
ア・省エネ共和国」が、７年連続でグ
ループ部門１位を受賞。市役所も同グ
ループで４位を受賞しました。葉山ヘ
ルスケア・省エネ共和国では、自治体
やサークルなどを対象に、電気代や水
道代の節約につながる省エネ方法を、
葉山の取り組みを交えて紹介します。
講師料無料。申し込みは環境課まで。

■申込・問い合わせ先　環境課　☎（36）1421

夏の課外授業 in むなかた
協力事業者募集

　市では、市立小学校の夏休み期間中〈７月21日（土）
～８月30日（木）〉に市内で実施される小学生向けのイ
ベントを紹介するイベントガイドブック「2018夏の課
外授業inむなかた」を作成し、市内外に情報発信します。
　夏休み期間中に「親子で遊べる」「子どもが学べる」
など、多彩な体験を市内で提供する事業者を募集。そ
の説明会を開催しますので、関心のある事業者はぜひ
参加してください。

【説明会】●日時　４月19日（木）10:00～11:00
　　　　 ●会場　市役所北館２階・202会議室

■問い合わせ先　子ども育成課　☎（36）1214

11月28日／
エコファミリーグループ部門表彰

県庁で表彰される、葉山ヘルスケア・
省エネ共和国代表の今西さん（右）

市・安川環境課長 県・江口副知事

　市内大学などで構成する「むなかた大学のまち協議会」で「むなかた大学のまち
ゼミナール」公開講座を実施。今回は「観光」を共通テーマに、各大学の特色が出
た充実した講座となりました。

　各回とも、講師の専門性を発揮した講座に参加者が熱心に聴き入る姿が印象的で
した。今後も「むなかた大学のまち協議会」が取り組むさまざまなイベントにぜひ
参加してください。　　■問い合わせ先　コミュニティ協働推進課　☎（36）5394

市内大学の公開講座を開催しました！

第１回／同大学
本田代志子准教授

第２回／同大学
黒木貴一教授

第１回「アートと観光」
　観光と結びついた世界のアートについて
講義。建築物などを含めたアートをまちの
魅力として生かす国内外の事例などについ
ての紹介がありました。
第２回
「宗像のGEO的観光資源活用と課題」
　宗像のGEO（地学的な要素）の特徴が
生み出す観光資源について講義。宗像にお
けるGEOの恩恵の正しい理解と持続的な
発展の重要性などを学びました。

11月20日／福岡教育大学

第３回／同看護大学
菅原直子特任講師

第４回／同看護大学
鈴木清史教授

12月２日／
日本赤十字九州国際看護大学

第３回「海外旅行における健康管理」
　海外渡航の前後を含めた健康管理の留意
点について講義。渡航前の情報収集の方法
や滞在中の感染症予防など、実用的なこと
を教えてもらいました。
第４回
「観光人類学からみた地域と観光」
　人間特有の文化である観光について、文
化人類学の視点から講義。継続的に観光客
を呼ぶには、地域がいかにその期待に応え
ることが重要かを学びました。

第５回／同短期大学
柏木翔講師

第６回／同短期大学
藤本幸男教授

12月16日、1月27日／
東海大学福岡短期大学

第５回
「観光客数と消費額から見る観光政策」
　宗像の観光政策の可能性について、海外
の事例を交えて講義。観光客数よりも観光
消費額を重視した政策の利点などについて
教えてもらいました。
第６回「LCCの現状と将来展望」
　LCC（格安航空）誕生の経緯から今後に
ついて講義。地域とLCCが連携することに
よる地域活性化の可能性など、LCCの今後
の展望を聞きました。

昨年度の
イベントガイドブック
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　平成16年から毎夏、地方自治体・経済界・学
界が一体となって、グローバルアリーナをメイ
ン会場に開催している「日本の次世代リーダー
養成塾」。この塾は、高校生を対象に、「各界で
活躍する講師陣の講義」や「全国から集まる
170人の高校生同士でのディスカッション」な
どを通じて、日本だけでなく世界を舞台に挑戦
する人材の育成を目指す２週間のサマースクー
ルです。
　15回目となる今回も、市在住か市内の高校に
在学する高校生を対象に「宗像市（福岡県）推
薦枠」の塾生を募集します。全国の高校生と切
磋琢磨して、夢に向かって一歩を踏み出したい
高校生の応募を待っています。

●開催日時　７月26日（木）～
　　　　　　８月８日（水）
●場所　グローバルアリーナ、
　　　　佐賀県波戸岬少年自然の家
＊自然の家は７月28日（土）～同31日（火）
●主催　日本の次世代リーダー養成塾
●申込期間　４月２日（月）～
　　　　　　５月８日（火）17:00
●参加料　12万5,000円
●募集人数　５人
＊申込方法など詳細は、募集要項で確認を。募
集要項・申込書は、４月２日（月）から、子ど
も育成課窓口、市役所情報コーナーで入手か、
市 ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/ →

「むむハグ。」→「学ぶ」→「グローバル人材
育成」→「日本の次世代リーダー養成塾」→「募
集要項」からダウンロード可

■申込・問い合わせ先
　子ども育成課
　☎（36）1214

お知らせ

海
外
派
遣
研
修
参
加
者
募
集

世
界
へ
羽
ば
た
く
チ
ャ
ン
ス

　

市
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
異
文
化
の
体
験
や
生
活
を

経
験
す
る
こ
と
で
、
異
な
る
意
見
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
受
容
力
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
海
外
研
修
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
育
成
課　

☎（
36
）１
２
１
４

日本の次世代リーダー養成塾
宗像市（福岡県）推薦枠塾生募集

来たれ！ 夢に挑む高校生！

全国から集まった仲間と討論し発表

  

市
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州

株
式
会
社
、
宮
若
市
の
３
者

で
は
、
将
来
を
担
う
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
地
域
の
若
者
を
海
外
に

派
遣
し
、
現
地
の
学
生
と
の

交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行

う
と
と
も
に
、
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
や
、
国
際
的
企
業
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
、
同
研
修
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
程
な
ど
　
左
表
参
照

●
内
容

英
語
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
研
修
、
工
場
・
レ

ク
サ
ス
販
売
店
見
学
、
外

国
で
働
く
日
本
人
や
現
地

の
同
世
代
学
生
と
の
交

流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

　
市
で
は
、
国
際
的
視
野
を

持
つ
青
少
年
育
成
の
た
め
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
派
遣

す
る
同
団
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
日
程
　
左
下
表
参
照

●
派
遣
場
所
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

市
近
郊
）

●
内
容
　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市

の
マ
ウ
ン
ト
ロ
ス
キ
ル
校

と
の
交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど

＊
相
互
交
流
と
し
て
９
月
に

マ
ウ
ン
ト
ロ
ス
キ
ル
校
の

生
徒
が
来
日
。
派
遣
研
修

団
員
の
家
庭
を
中
心
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
予
定

●
対
象
　
小
学
６
年
生
～
中

学
生
（
義
務
教
育
学
校
を

含
む
）

●
募
集
人
数
　
20
人

●
選
考
　
面
接

●
申
込
期
間
　
４
月
２
日

（
月
）
～
同
27
日
（
金
）

現
地
交
流
校
で

バ
デ
ィ
と
一
緒
に
授
業
体
験

●
参
加
料
　
10
万
円

＊
別
途
、パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
、

海
外
旅
行
傷
害
保
険
等
に

か
か
る
費
用
は
自
己
負
担

●
応
募
要
件
　

▽
４
月
１
日
現
在
か
ら
、
事

後
研
修
ま
た
は
研
修
成
果

発
表
会
ま
で
市
に
在
住
で

き
る
人

▽
事
前
・
事
後
研
修
ま
た
は

研
修
成
果
発
表
会
を
含
め

た
全
行
程
に
参
加
で
き
る

人
▽
規
律
あ
る
行
動
が
で
き
、

国
際
交
流
や
青
少
年
活
動

に
関
心
が
あ
る
人

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込

書
を

▽
郵
送
＝
〒
８
１
１
／
３
４

９
２
／
住
所
不
要
／
子
ど

も
育
成
課
あ
て
）

▽
窓
口
（
西
館
１
階
）

＊
申
込
書
と
募
集
要
項
は
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

本
館
１
階
）、
子
ど
も
育

成
課
で
入
手
か
、
市
ＨＰ 

http://w
w

w
.city.m

u 
nakata.lg.jp/

→
「
む

む
ハ
グ
」→「
学
ぶ
」→「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
→

「
２
０
１
８
年
度
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
カ
ナ
ダ
研
修
」「
宗

像
市
少
年
少
女
海
外
派
遣

研
修
使
節
団
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

＊
「
宗
像
市
少
年
少
女
海
外

派
遣
研
修
使
節
団
」
の
申

込
書
は
学
校
か
ら
も
配
布

● 

共
通
事
項

●
対
象
　
高
校
生

●
募
集
人
数
　
５
人

●
選
考
　

▽
一
次
＝
書
類
選
考
（
作

文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
）

▽
最
終
＝
面
接

●
申
込
期
間
　
５
月
８
日

（
火
）
ま
で

内容 日程 場所

面接 ５月27日（日）

宮若市
生涯学習センター

「リコリス」

渡航手続き
説明会 ６月３日（日）

事前研修

第１回 ６月17日（日）

第２回 ７月１日（日）

第３回 ７月24日（火）

最終オリエン
テーション ７月29日（日）

本研修
８月６日（月）～

８月14日（火）
カナダ

（トロント近郊）

研修成果
発表会 ９月23日（日・祝） ハートフル

（多目的ホール）

【カナダ研修日程など】

内容 日程

面接 ５月13日（日）

事前研修

第１回 ６月10日（日）

第２回
（宿泊研修）

６月23日（土）～
同24日（日）

第３回 ７月１日（日）

第４回 ７月16日（月・祝）

第５回 ７月22日（日）

派遣研修 ８月１日(水)～同８日(水)

事後研修 ９月17日（月・祝）

【ニュージーランド派遣日程など】

    

少
年
少
女
海
外
派
遣
研
修
使
節
団
員
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

「
カ
ナ
ダ
研
修
」

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

【
事
前
説
明
会
】

　
研
修
の
趣
旨
や
内
容
、

前
回
の
様
子
な
ど
を
説
明

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
４
月
15
日（
日
）

午
後
２
時
～

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗

像
・
２
階
２
０
２
会
議

室
＊
事
前
申
込
不
要

＊
説
明
会
に
不
参
加
で
も

団
員
の
応
募
可
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消
防
団
女
性
班
は
、
乳
幼

児
、
中
学
３
年
、
い
き
い
き

サ
ロ
ン
な
ど
の
救
命
救
急
講

女性
消防団員
まるごと！

応
急
手
当
普
及
員
講
習
の

更
新
に
参
加
し
ま
し
た

習
の
指
導
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
普
及
員

の
資
格
を
習
得
し
、
３
年
ご

と
に
講
習
を
受
け

て
い
ま
す
。
救
急

救
命
士
の
講
師
に

指
導
を
受
け
、
グ

ル
ー
プ
討
議
で
伝

え
る
こ
と
の
難
し

さ
、
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
模
擬
指
導
を
通

じ
て
、
楽
し
く
分

か
り
や
す
い
指
導
や
、
最
後

ま
で
受
講
者
の
関
心
を
引
き

つ
け
る
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
身
ぶ
り
、声
の
ト
ー
ン
、

立
ち
位
置
で
、
受
け
取
り
方

が
変
わ
る
こ
と
を
知
り
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
誰
か
の
命
を
守
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
、
さ
ら

な
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
安
全
課

☎
（
36
）
５
０
５
０

お知らせ

　「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺
産群が世界遺産登録され、全国から多
くの人が宗像を訪ねるようになりまし
た。観光ガイドの申し込みも多くなり、
要望に応えるためには、これまで以上
に多くのガイドが必要です。
　この講座は、宗像の歴史や史跡文化
財を学び、その魅力をお客さまへ伝え
るガイドを養成する講座です。郷土史
に関心のある人や外国語のできる人な
どの応募を待っています。

●主催　宗像市
●運営　宗像歴史観光ボランティア
　　　　ガイドの会
●応募要件　次の全てに該当する人
▽市内在住か通勤・通学する人
▽全９回の講座に出席し、終了後に
ガイド活動ができる人

＊市内ガイド団体／宗像歴史観光ボ
ランティアガイドの会、唐津街道
赤間宿ボランティアガイドの会、
大島ぐるっ徒ガイド

●募集人員　先着30人
●受講料　無料
＊施設入館料など実費必要
●日程／場所　詳細は下表参照
●講座時間　9:30～16:00

●申込締切日　４月24日（火）必着
●申込方法
　封書で①住所②氏名③年齢④電話
番号⑤メールアドレス⑥志望動機
を明記して（〒811-3504／宗像
市深田588／海の道むなかた館内
宗像歴史観光ボランティアの会・
東〈あづま〉修一あて）

■問い合わせ先
　同会（東）　☎090（3192）9510

　宗像歴史観光ボランティアガイ
ドの会は、会員91人（内、女性
27人）で年間２万人を超えるお客
さまをガイドしています。

回 日程 場所 内容

１ ５月12日 メイトム宗像 開講式／宗像の歴史

２ 同19日 海の道むなかた館 宗像の文化財／現地見学

３ ６月２日
現地研修 大島、新原・奴山古墳群

海の道むなかた館 世界遺産について

４ 同16日 海の道むなかた館 宗像大社社史

５ ７月７日
海の道むなかた館 市民参加による史跡整備

宗像大社神宝館 神宝館見学

６ 同14日 鎮国寺 鎮国寺と仏教／境内見学

７ ８月18日 太宰府市 九州国立博物館と大宰府政庁跡見学

８ 同25日 宗像大社／鎮国寺 現地ガイド体験研修

９ ９月８日 海の道むなかた館 ガイド研修／修了式

＊いずれも土曜日

　
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

主
催
す
る
歩
こ
う
会
。
今
月

は
宗
像
の
春
を
楽
し
め
る

コ
ー
ス
で
す
。
健
康
づ
く
り

の
第
１
歩
は
お
手
軽
な
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
。
さ
あ
一

緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

【
共
通
事
項
】

●
持
参
品
　
歩
き
や
す
い
服

装
、
靴
、
お
茶
、
タ
オ
ル
、

帽
子
　

＊
雨
天
中
止
。
実
施
の
有
無

は
、
午
前
８
時
30
分
以
降

に
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

【
吉
武
地
区

正
助
ふ
る
さ
と
村

藤
の
花
観
賞
コ
ー
ス

（
約
７
㌔
）】

●
日
程
　
４
月
22
日
（
日
）

●
時
間

▽
集
合
＝
午
前
９
時
（
吉
武

コ
ミ
セ
ン
下
駐
車
場
）

▽
出
発
＝
同
９
時
15
分
　
　

▽
終
了
＝
正
午

■
問
い
合
わ
せ
先

吉
武
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

☎ （
32
）
５
９
０
４

【
河
東
地
区

河
東
地
区
の
春
ま
つ

り
を
楽
し
も
う

～
山
田
地
蔵
尊
～

（
約
６
㌔
）】

●
日
程
　
４
月
23
日
（
月
）

●
時
間

▽
集
合
＝
午
前
９
時
30
分

（
河
東
コ
ミ
セ
ン
）

▽
出
発
＝
同
10
時
　
　
　
　

▽
終
了
＝
午
後
１
時
（
現
地

解
散
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先

河
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

☎
（
35
）
１
８
３
７

【
南
郷
地
区

宗
生
寺
花
ま
つ
り
コ
ー
ス

（
約
６
・
５
㌔
）】

●
日
程
　
５
月
６
日
（
日
）

●
時
間
　

▽
集
合
＝
午
前
９
時
（
南
郷

コ
ミ
セ
ン
）

▽
出
発
＝
同
９
時
15
分

▽
終
了
＝
午
後
０
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

南
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

☎
（
36
）
３
４
６
５

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会

歩
こ
う
会

宗
像
市
を

宗
像
市
を

宗
像
市
を

宗像大社境内を案内するガイド

観光ガイド養成講座受講生募集

宗像の歴史を共に学び伝えていきましょう！

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
本
物

の
文
化
芸
術
に
触
れ
て
も
ら

う
た
め
に
博
多
座
「
市
民
半

額
観
劇
会
」を
案
内
し
ま
す
。

●
出
演
者
　
松
本
白
鸚
、
松

本
幸
四
郎
、
他

●
公
演
日
時
　
下
表
参
照

●
定
員
　
抽
選
で
各
回
50
人

●
会
場
　
博
多
座（
福
岡
市
）

●
チ
ケ
ッ
ト
料
金

▽
Ａ
席
＝
９
０
０
０
円

（
通
常
１
万
８
０
０
０
円
）

▽
手
数
料
＝
１
枚
４
０
０
円

（
２
枚
の
場
合
７
０
０
円
）

＊
別
途
振
替
手
数
料
必
要

●
申
込
締
切
日
　
４
月
23
日

（
月
）
消
印
有
効

六月博多座大歌舞伎
（撮影／篠山紀信）

＊
当
選
ハ
ガ
キ
は
４
月
27
日

（
金
）
ご
ろ
発
送
予
定

●
申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
①
希

望
公
演
日
時
（
ハ
ガ
キ
１

枚
に
つ
き
１
公
演
の
み
）

②
参
加
人
数
（
２
人
ま

で
）
③
郵
便
番
号
④
住
所

⑤
氏
名
⑥
年
齢
⑦
電
話
番

号
を
明
記
し
て
（
〒
８
１

０
・
８
７
９
９
／
日
本
郵

便
（
株
）
福
岡
中
央
郵
便

局
留
「
市
民
半
額
会
」
あ

て
）

松
本
幸
四
郎
改
め
二
代
目
松
本
白は

く

お

う鸚
、

市
川
染
五
郎
改
め
十
代
目
松
本
幸
四
郎

襲
名
披
露

博
多
座
「
市
民
半
額
観
劇
会
」
六
月
博
多
座
大
歌
舞
伎

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
演
劇

興
行
協
会
市
民
半
額
会
事

務
局

☎
０
９
２
（
７
５
１
）

８
２
５
８

＊
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日

の
午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
（
36
）
１
５
４
０

日程 開始時間

６月２日（土）
▽昼の部
　11:00〜

▽夜の部
　16:20〜

同４日（月）

同５日（火）

同６日（水）

同７日（木）

神
湊
出
張
所
を

津
屋
崎
・
玄
海
出
張
所
に

福津消防署津屋崎・玄海出張所
　

宗
像
地
区
消
防
本
部
は
、

平
成
30
年
４
月
１
日
付
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
消

防
・
防
災
力
の
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
１
本

部
１
署
体
制
」
か
ら
「
１
本

部
２
署
体
制
」
に
改
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
福
間

分
署
を
「
福
津
消
防
署
」
に

格
上
げ
し
、
宗
像
消
防
署
神

湊
出
張
所
を
「
福
津
消
防
署

津
屋
崎
・
玄
海
出
張
所
」
に

す
る
機
構
改
革
を
行
い
ま
し

た
。

　
な
お
、
火
災
や
救
急
な
ど

の
災
害
出
動
は
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
は
な
く
、
近
く
に

い
る
消
防
車
や
救
急
車
が
出

動
し
ま
す
。

　■
問
い
合
わ
せ
先

宗
像
地
区
消
防
本
部

消
防
総
務
課

☎
（
36
）
２
８
７
２

講習の様子
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●日程　４月14日（土）
●時間　13:30～
●会場　グローバルアリーナ・
　　　　トラック＆フィールド
●対象　小・中学生
●定員　100人

お知らせ

市
　
か
　
ら

日
々
任
用
職
員
募
集

●
業
務
内
容
　
事
務
補
佐
、

窓
口
、
電
話
対
応
。
書
類

の
整
理
な
ど

●
任
用
期
間
　
平
成
30
年
７

月
１
日
（
日
）
～
平
成
31

年
３
月
31
日

●
応
募
要
件
　
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

の
操
作
が
で
き
る
市
民

●
勤
務
時
間

①
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５

時
（
45
分
の
休
憩
あ
り
）

②
午
前
８
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

③
午
後
１
時
～
同
５
時

＊
①
～
③
の
組
み
合
わ
せ
で

週
20
時
間
未
満
、
月
12
日

程
度

●
勤
務
地
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
市
の
委
託
を
受
け
て
実
施

し
て
い
た
在
宅
介
護
者
の
悩

み
相
談
事
業
は
、
３
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
独
自
に
、
在
宅
介
護

者
の
悩
み
や
心
配
ご
と
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
先
　
宗
像
市
在
宅
介

護
家
族
の
会
ひ
ま
わ
り
／

事
務
局
（
宗
像
市
社
会
福

祉
協
議
会
）

　
☎
（
37
）
１
３
０
０

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
36
）
１
２
８
５

在
宅
介
護
者
の
悩
み

相
談
事
業
を

終
了
し
ま
し
た

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
女
王
蜂

は
、
春
先
の
４
月
頃
に
活
動

を
は
じ
め
ま
す
。
女
王
蜂
以

外
は
越
冬
で
き
な
い
た
め
、

こ
の
時
期
に
女
王
蜂
を
捕
ま

え
る
と
、
巣
作
り
を
防
ぐ
こ

と
に
な
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の

数
が
増
え
る
の
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
準
備
す
る
も
の

ス
ズ
メ
バ
チ
と
り
器

の
作
り
方

　市と連携協定を結んでいるトヨタ自動車九州が
「スプリングフェスタ2018」を開催します。ステージイベントや出店、
各種展示・体験会など、一日中楽しめるイベントが盛りだくさんです。
家族や友人といっしょに、ぜひ遊びに来てください。

日時　４月15日（日）10：00～15:00（開場9:45・雨天決行）
●場所　トヨタ自動車九州・宮田工場内（宮若市上有木１）
●内容　▽お笑いライブ、音楽ライブ、宗像高校・東海大付属福岡高
　　　　　校の吹奏楽部演奏、トヨタ車試乗体験、障がい者スポーツ
　　　　　体験（ボッチャなど）、モノづくり体験、はたらくクルマ
　　　　　展示、筑豊ラーメンフェスティバルなど
　　　　▽市のＰＲ、特産品の販売、市内福祉施設の出店など

　ブルガリア柔道に続き、ロシア女子７人制ラグビー代表（ロシアセブン
ズ）のキャンプ地も宗像に決まりました。昨年12月28日、ロシアラグビー
協会と協定書調印式を行い、2018年から宗像でキャンプを開催します。
４月７日（土）からグローバルアリーナでトレーニングキャンプ、同21日
（土）・22日（日）には北九州での国際大会に出場します。

課
（
西
館
２
階
）

●
賃
金
　
時
給
８
５
０
円

●
待
遇
　
年
次
有
給
休
暇
あ

り
＊
そ
の
他
の
手
当
、
交
通
費

支
給
な
し

●
募
集
人
数
　
１
人

●
採
用
　
書
類
選
考
と
面
接

で
決
定

●
面
接
日
時
　
５
月
22
日

（
火
）
午
前
10
時
～

●
面
接
会
場
　
北
館
２
０
３

会
議
室

●
申
込
締
切
日
　
５
月
１
日

（
火
）

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）

▽
郵
送
＝
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
／
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
あ
て

＊
申
込
締
切
日
必
着

▽
窓
口

　また、４月12日（木）に同会場で、ロシアセブ
ンズと女子日本代表との練習試合を開催します。
入場無料。

■問い合わせ先　文化スポーツ課　☎（36）1540

　ロシアと日本の女子代表選
手と一緒に、チームを組んで
タグラグビーなどをして交流
できるイベントです。

●申込締切日　４月11日（水）
●申込方法
▽☎（36）1540
▽ FAX（36）0270
　①住所②参加者氏名（年齢）
　③保護者氏名④電話番号を明
　記して、文化スポーツ課あて

■問い合わせ先　▽同フェスタ事務局　☎092（711）3355
　　　　　　　　▽秘書政策課　☎（36）1055

＊
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

＊
提
出
書
類
は
返
却
不
可
・

不
採
用
の
場
合
は
全
て
破

棄
■
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
（
36
）
１
５
４
０

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
炭
酸
系

飲
料
１
・
５
㍑
程
度
の
凹

凸
が
な
い
も
の
）

▽
ぶ
ら
さ
げ
る
も
の
（
ひ
も

な
ど
）

▽
カ
ッ
タ
ー

▽
誘
引
液
（
焼
酎
１
５
０
㍉

㍑
、
酢
50
㍉
㍑
、
砂
糖
70

㌘
、は
ち
み
つ
小
さ
じ
１
）

＊
乳
酸
菌
飲
料
や
ワ
イ
ン
で

も
可
。
傷
ん
だ
ブ
ド
ウ
の

実
や
皮
を
入
れ
る
と
発
酵

を
促
し
効
果
が
ア
ッ
プ

●
作
り
方

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
上
部
の
丸

み
の
あ
る
辺
り
に
16
×
16

㍉
の
穴
（
切
り
口
は
切
り

取
ら
ず
に
×
印
に
内
側
に

折
る
）
を
３
カ
所
開
け
る

②
誘
引
液
を
底
か
ら
７
㌢
程

度
の
高
さ
ま
で
入
れ
、
フ

タ
を
閉
め
る

③
飲
み
口
付
近
の
キ
ャ
ッ
プ

に
ひ
も
を
取
り
付
け
て
ぶ

ら
下
げ
る

●
取
付
場
所

▽
人
が
作
業
す
る
場
所
か
ら

３
㍍
以
上
離
れ
た
所

＊
ハ
チ
は
３
㍍
以
上
離
れ
る

と
危
害
を
加
え
に
く
く
な

り
ま
す

▽
子
ど
も
が
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
高
さ

▽
日
陰
（
誘
引
液
の
蒸
発
防

止
の
た
め
）

＊
容
器
の
サ
ン
プ
ル
を
環
境

課
窓
口
（
西
館
２
階
）
に

設
置

●
注
意
点

▽
ハ
チ
に
近
づ
く
と
き
は
、

十
分
に
注
意
す
る

▽
ハ
チ
は
死
ん
で
い
て
も
、

針
が
飛
び
出
し
毒
が
で
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ハ
チ

の
死
骸
に
は
手
を
触
れ
な

い
▽
ハ
チ
取
り
器
の
容
器
に

は
、
必
ず
注
意
書
き
を
貼

る
▽
誘
引
液
の
効
果
は
１
～
２

週
間
で
、
減
り
す
ぎ
る
と

ハ
チ
が
逃
げ
て
し
ま
う
事

が
あ
る
の
で
、
誘
引
液
を

継
ぎ
足
し
を
す
る

＊
使
用
後
の
ハ
チ
取
り
器

は
、
中
身
を
捨
て
て
、
分

別
し
て
ゴ
ミ
に
出
し
て
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課☎

（
36
）
１
４
２
１

　桜の名所・釣川さくらづつみで花見イベントを開催しま
す。桜と共に、飲食ブース出店やステージイベントでみな
さんをおもてなし。ぜひ、足を運んでください。

【日時／内容】
●４月７日（土）17:00〜22:00
　／夜桜ライトアップ・飲食販売
●４月８日（日）
▽11:00〜17:00／飲食販売
▽11:00〜15:30／
　ゆめ広場「ママアップマルシェ」
▽13:30〜／
　野外ステージイベント「川笑一座」

にぎわう昨年の様子

むなかた夢花見
in 釣川さくらづつみ

●場所　ゆめタウン宗像、
　　　　釣川さくらづつみ沿道
●主催　むなかた夢花見実行委員会
＊市中心商業地活性化事業の一環とし
て開催

＊雨天時には内容を一部変更
■問い合わせ先
　同実行委員会（林山）☎（51）1033

完成イメージ図

　道の駅むなかた観光物産館横に「宗像観光おみやげ館」と「にぎわい広
場」が４月21日（土）にオープンします。同館には、宗像エリアの特産品
やお土産品はもちろん、福岡銘菓などがたくさん並びます。また、観光情
報コーナーを併設し、宗像の魅力や情報を発信。「にぎわい広場」は、テ
イクアウトの食事や休憩場所、イベント会場として利用できます。
　オープン企画もありますので、ぜひ来館してください。

●期間
　４月21日（土）〜５月13日（日）
●場所
　道の駅むなかた
●内容
▽3000円以上のレシートで豪華
　賞品が当たるガラポンくじ
▽各店舗での特別メニューの販売

オープン企画

４月21日（土）
観光おみやげ館オープン

■問い合わせ先　▽道の駅むなかた＝☎（62）2715
　　　　　　　　▽商工観光課＝☎（36）0037

ロシア女子ラグビー代表 ロシアセブンズの
オリンピックキャンプ地が宗像に決定

〜４月７日（土）からキャンプを実施します！〜

参加無料

むなかた
国際交流ラグビーフェス
参加者募集！
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●
主
な
活
動
　
学
校
授
業
の

補
習
な
ど
の
学
習
支
援
、

児
童
の
進
学
相
談
な
ど
の

対
応

●
対
象
児
童
　
ひ
と
り
親
家

庭
の
小
・
中
学
生

●
活
動
時
間
　
週
１
回
、
２

時
間
程
度

●
活
動
場
所
　
県
内
全
域

（
福
岡
市
、
北
九
州
市
、

久
留
米
市
を
除
く
）
の
地

域
施
設
か
家
庭

＊
詳
細
は
、
同
連
合
会

【
ひ
と
り
親
家
庭
等

日
常
生
活
支
援
事
業
】

　
市
で
は
、
母
子
家
庭
、
父

子
家
庭
か
寡
婦
が
、
就
職
活

動
や
技
能
習
得
の
た
め
の
通

学
、
疾
病
な
ど
の
た
め
に
、

【
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
】

　
就
職
に
つ
な
が
る
能
力
開

発
の
た
め
の
教
育
訓
練
講
座

の
受
講
料
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
20
歳
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
で
、
次
の 

全
て
の
要
件
を
満
た
す
市

民
▽
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受

給
対
象
水
準
で
あ
る

▽
当
該
教
育
訓
練
受
講
が
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る

▽
原
則
と
し
て
、
教
育
訓
練

給
付
金
の
支
給
を
受
け
た

こ
と
が
な
い

●
対
象
講
座

▽
雇
用
保
険
教
育
訓
練
給
付

金
制
度
の
対
象
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

教
育
訓
練
講
座

▽
そ
の
他
、
前
記
に
準
じ
県

知
事
が
厚
生
労
働
大
臣
と

協
議
し
て
指
定
す
る
講
座

＊
事
前
申
請
必
要

●
支
給
額
　
受
講
料
の
６
割

（
上
限
20
万
円
）

＊
た
だ
し
、
１
万
２
０
０
０

円
を
超
え
な
い
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん

【
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
】

　
就
職
に
有
利
な
資
格
を
取

得
す
る
た
め
、
毎
月
訓
練
促

進
給
付
金
と
、
修
了
後
に
修

了
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

●
対
象
　
20
歳
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
で
、
次
の
全

て
の
要
件
を
満
た
す
市
民

▽
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受

給
対
象
水
準
で
あ
る

▽
養
成
機
関
で
１
年
以
上
修

業
し
、
そ
の
資
格
の
取
得

が
見
込
ま
れ
る

▽
就
業
か
育
児
と
修
業
の
両

立
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

▽
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と

が
な
い

●
対
象
資
格
　
看
護
師
・
准

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
他

●
支
給
額

▽
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
①
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

＝
月
額
10
万
円

②
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
＝

月
額
７
万
５
０
０
円

▽
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援

給
付
金

①
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

＝
５
万
円

②
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
＝

２
万
５
０
０
０
円

●
支
給
期
間
　
平
成
28
年
度

以
降
に
養
成
機
関
に
入
学

し
修
業
す
る
人
は
３
年
間

が
対
象

＊
申
請
し
た
月
か
ら
支
給

【
ひ
と
り
親
家
庭
高
等

学
校
卒
業
認
定
試
験

合
格
支
援
事
業
】

　
高
卒
認
定
試
験
合
格
の
た

め
の
対
策
講
座
の
受
講
料
を

助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
20
歳
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
か
児
童
で
、

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
市
民

▽
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受

給
対
象
水
準
で
あ
る

▽
高
卒
認
定
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
が
適
職
に
就
く
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

▽
大
学
入
学
資
格
を
取
得
し

て
い
な
い

●
対
象
講
座
　
高
卒
認
定
試

験
の
合
格
を
目
指
す
講
座

＊
通
信
制
講
座
を
含
む

＊
高
等
学
校
就
学
支
援
金
制

度
の
支
給
対
象
と
な
る
場

合
は
、
事
業
の
対
象
外

＊
事
前
申
請
必
要

●
支
給
額

▽
受
講
修
了
給
付
金
＝
受
講

料
の
２
割（
上
限
10
万
円
）

＊
た
だ
し
、
４
０
０
０
円
を

超
え
な
い
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん

▽
合
格
時
給
付
金
＝
受
講
修

了
日
か
ら
２
年
以
内
に
高

卒
認
定
試
験
の
全
科
目
に

合
格
し
た
場
合
、
受
講
料

の
４
割

＊
た
だ
し
、
受
講
修
了
時
給

付
金
と
合
格
時
給
付
金
の

合
計
額
が
15
万
円
を
超
え

る
場
合
は
、
受
講
修
了
給

付
金
を
差
し
引
い
た
額

国
・
県
な
ど
か
ら

●
期
間
（
約
６
カ
月
程
度
）

▽
通
訳
Ⅰ
講
座
＝
５
月
開
講

予
定

▽
通
訳
Ⅱ
講
座
＝
９
月
開
講

予
定

▽
通
訳
Ⅲ
講
座
＝
４
月
開
講

予
定

●
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
（
春
日
市
原
町
）

●
対
象
　
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
18
歳
以
上
の
県
民

で
、
県
内
で
手
話
通
訳 

者
と
し
て
活
動
を
希
望

し
、
以
下
の
条
件
を
満
た

す
人

▽
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
修

●
概
要
　
福
岡
労
働
局
で

は
、
無
期
労
働
契
約
へ
の

申
込
権
が
平
成
30
年
４
月

か
ら
本
格
的
に
発
生
す
る

た
め
、
無
期
転
換
ル
ー
ル

緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開

設
し
ま
し
た

●
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５

７
０
（
０
６
９
）
２
７
６

●
受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

＊
祝
日
は
除
く

●
そ
の
他
　
無
期
転
換
ル
ー

ル
と
は
、
有
期
労
働
契
約

が
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年

を
超
え
た
と
き
は
、
労
働

者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

●
期
間
　
５
月
１
日
（
火
）

〜
平
成
31
年
３
月
18
日

（
月
）

＊
毎
週
月
曜
日
に
開
催
（
変

更
の
場
合
あ
り
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
同
４

時
●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

１
０
１
会
議
室

●
内
容
　
聴
覚
障
害
や
、
手

話
に
つ
い
て
学
習
し
、
聴

覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を

支
援
す
る
手
話
奉
仕
員
を

手
話
奉
仕
員養

成
講
座

　
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知

で
、
平
成
30
年
度
（
平
成
30

年
４
月
分
）
か
ら
の
児
童
扶

養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
手
当
月
額
が
、
次
の
と

お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
両

手
当
は
、
毎
年
「
自
動
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
（
＊
）」
で
手

当
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

【児童扶養手当】

区分
全部支給 一部支給

現行 改定後 現行 改定後

児童１人 42,290円 42,500円 9,980〜42,280円 10,030〜42,490円

児童２人（加算額） 9,990円 10,040円 5,000〜9,980円 5,020〜10,030円

児童３人以上
（１人増すごとの加算額） 5,990円 6,020円 3,000〜5,980円 3,010〜6,010円

【特別児童扶養手当】
区分 現行 改定後

１級 51,450円 51,700円

２級 34,270円 34,430円

（
＊
）
年
金
額
の
実
質
価
値

を
維
持
す
る
た
め
、
物
価

変
動
に
合
わ
せ
て
年
金
の

受
給
額
を
調
整
す
る

＊
所
得
で
支
給
額
の
制
限
あ

り
■
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課

子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

県
手
話
通
訳
者

養
成
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
の
た

め
の
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

無
期
転
換
ル
ー
ル
緊

急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を

開
設

●
期
間
　
６
月
５
日
（
火
）

〜
10
月
24
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

●
会
場
・
内
容

▽
講
義
・
演
習
＝
ナ
ー
ス
プ

ラ
ザ
福
岡（
福
岡
市
東
区
）

▽
実
習
＝
県
内
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

●
対
象
　
訪
問
看
護
に
従
事

し
て
３
年
未
満
の
看
護
師

（
従
事
予
定
者
も
含
む
）

●
定
員
　
先
着
50
人

●
参
加
料
　
５
万
円
（
資
料

代
な
ど
）

平
成
30
年
度
訪
問
看

護
師
養
成
講
習
会

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

●
申
込
締
切
日
　
４
月
27
日

（
金
）

■
申
込
先

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
（
６
３
１
）

１
２
２
１

【
共
通
事
項
】

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課

子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

一
時
的
に
（
ま
た
は
就
業
上

の
理
由
で
定
期
的
に
）
生
活

援
助
や
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
場
合
な
ど
に
、

家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣

し
、
育
児
や
身
の
回
り
の
お

世
話
を
し
ま
す
。
所
得
に
応

じ
た
費
用
負
担
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。

【
母
子
父
子
寡
婦
福
祉

資
金
貸
付
事
業
】

　
県
で
は
、
母
子
家
庭
や
父

子
家
庭
、
寡
婦
の
経
済
的
自

立
や
生
活
意
欲
の
助
長
、
子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
修
学
資
金
や
技
能
習

養
成
す
る
も
の

●
対
象
　
市
民
か
、
市
に
通

勤
す
る
18
歳
以
上
の
人

で
、
講
座
終
了
後
手
話
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可
能

な
人

●
定
員
　
先
着
10
人

●
受
講
料
　
無
料

＊
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

　

３
２
４
０
円
必
要

●
申
込
締
切
日
　
４
月
20
日

（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
（
36
）
３
１
３
５

FAX
（
36
）
５
８
５
６

得
期
間
の
生
活
資
金
な
ど
12

種
類
の
資
金
の
貸
付
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

●
対
象
　
母
子
家
庭
、
父
子

家
庭
、
寡
婦
（
か
つ
て
母

子
家
庭
の
母
で
あ
っ
た

人
）
の
市
民

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課

子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

了
者
か
手
話
検
定
２
級
以

上
合
格
者

▽
講
座
の
８
割
以
上
出
席
で

き
る
人

▽
日
常
的
に
手
話
活
動
を
し

て
い
る
人

＊
Ⅱ
を
受
講
希
望
の
場
合
は

Ⅰ
を
、
Ⅲ
を
受
講
希
望
の

場
合
は
Ⅰ
・
Ⅱ
の
講
座
の

修
了
が
必
要

●
定
員
　
各
40
人
程
度

●
参
加
料
　
無
料

＊
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
必
要

●
申
込
締
切
日
　
４
月
下
旬

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
手
話
の
会
連
合
会

☎
０
９
２
（
５
８
４
）

３
６
４
９

契
約
（
無
期
労
働
契
約
）

に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で

す
■
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
部

指
導
課

☎
０
９
２
（
４
１
１
）

４
８
９
４

ＨＰhttp://fukuoka-
kenboren.jp/

で
確
認

を
■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
福
岡
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
２
（
５
８
４
）

３
９
２
２

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の

日
常
生
活
支
援
制
度
と
福

祉
資
金
の
貸
付
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
の
た

め
の
各
種
訓
練
給
付

金

児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
の

手
当
額
改
定
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お知らせ

●
日
時
　
４
月
10
日
（
火
）

午
前
10
時
～
同
10
時
50
分

●
場
所
　
市
役
所
・
１
０
３

会
議
室

●
テ
ー
マ
　
世
界
遺
産
に

な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
展
望

●
講
師
　
岡
崇
さ
ん
（
市
職

員
）

●
定
員
　
先
着
50
人

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
締
切
日
　
４
月
８
日

（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

宗
像
市
消
費
者
交
流
会

（
生
見
〈
い
き
み
〉）

☎
（
37
）
２
５
８
５

野
外
公
演
「
き
と
」

●
日
時
　
５
月
４
日
（
金
・

祝
）

▽
開
場
＝
午
前
10
時
30
分

▽
開
演
＝
同
11
時

●
場
所
　
光
岡
八
幡
宮
（
光

岡
９
４
９
）

●
出
演
　
創
作
ダ
ン
ス
「
風

と
踊
ろ
う
」、
人
形
劇
団

【
５
月
入
所
生
】

●
募
集
期
間
　
４
月
13
日

（
金
）
ま
で

●
科
目
／
定
員

①
金
属
加
工
技
術
科
／
12
人

②
導
入
訓
練
／
17
人

●
訓
練
期
間
　
①
５
月
２
日

（
水
）
〜
10
月
30
日
（
火
）、

②
５
月
２
日
（
水
）
〜
11

月
28
日
（
水
）

●
選
考
日
　
４
月
20
日（
金
）

【
６
月
入
所
生
】

●
募
集
期
間
　
４
月
９
日

（
月
）
〜
５
月
14
日
（
月
）

●
科
目
／
定
員

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

／
20
人

▽
企
業
実
習
付
若
年
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
／
４
人

▽
電
気
設
備
技
術
科
／
16
人

▽
企
業
実
習
付
電
気
設
備
技

術
科
／
10
人

●
訓
練
期
間
　
６
月
１
日

（
金
）
〜
11
月
28
日
（
水
）

●
選
考
日
　
５
月
21
日（
月
）

【
共
通
事
項
】

●
場
所
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

●
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
し
て
い
る
人

●
選
考
方
法
　
筆
記
と
面
接

●
そ
の
他
　
入
所
後
の
訓
練

経
費
は
無
料（
教
科
書
代
、

作
業
服
な
ど
の
費
用
は
自

己
負
担
）

●
施
設
見
学
会
　
４
月
11

日
、
同
25
日
の
、
い
ず
れ

も
水
曜
日
の
午
後
１
時
か

【
５
月
入
所
生
】

●
募
集
期
間
　
４
月
13
日

（
金
）
ま
で

●
科
目
　
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
科

●
定
員
　
12
人

●
訓
練
期
間
　
５
月
８
日

（
火
）
〜
10
月
31
日
（
水
）

●
選
考
日
　
４
月
23
日（
月
）

【
６
月
入
所
生
】

●
募
集
期
間
　
４
月
２
日

（
月
）
〜
５
月
15
日
（
火
）

●
科
目
　
構
造
物
溶
接
科

●
定
員
　
15
人

●
訓
練
期
間
　
６
月
１
日

（
金
）
〜
11
月
27
日
（
火
）

●
選
考
日
　
５
月
22
日（
火
）

【
共
通
事
項
】

●
場
所
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
飯
塚
市
柏
の
森
）

●
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
し
て
い
る
人

●
選
考
方
法
　
筆
記
と
面
接

●
そ
の
他
　
入
所
後
の
訓
練

経
費
は
無
料（
教
科
書
代
、

作
業
服
な
ど
の
費
用
は
自

己
負
担
）

●
施
設
見
学
会
　
４
月
５
日

（
木
）、
同
17
日
（
火
）
の

午
後
１
時
か
ら
（
事
前
申

込
不
要
）

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

●	

日
時
　
４
月
14
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●	

場
所
　
市
役
所

●	

内
容
　
相
続
に
関
す
る
こ

と
、
消
費
者
問
題
、
多
重

債
務
問
題
、
青
年
後
見
な

ど
の
相
談

＊
事
前
申
込
者
優
先

●	

相
談
料
　
無
料

●	

そ
の
他
　
月
〜
金
曜
日
に

司
法
書
士

�
巡
回
法
律
相
談

伝
　
言
　
板

●
内
容
　
夏
休
み
に
実
施
す

る
沖
縄
で
の
研
修
に
参
加

す
る
団
員
と
活
動
の
企

画
・
運
営
を
す
る
実
行
委

員
会
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

●
研
修
期
間

▽
事
前
研
修
＝
６
月
17
日

（
日
）、
７
月
15
日
（
日
）

～
16
日
（
月
・
祝
）

▽
本
研
修
＝
８
月
22
日（
水
）

～
26
日（
日
）（
４
泊
５
日
）

▽
事
後
研
修
＝
10
月
７
日

（
日
）

●
研
修
地
　
沖
縄
県

＊
事
前
・
事
後
研
修
は
宗
像

地
区
内

【
団
員
】

●
対
象
　
宗
像
・
福
津
市
民

の
小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生
で
規
律
あ
る
行
動
が

宗
像
古
道
を
歩
く

「
赤
間
宿
〜
山
田
」

第
38
回

宗
像
少
年
の
翼

団
員
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

明
る
く
楽
し
く
学
ぶ

消
費
者
講
座

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

飯
塚
「
職
業
訓
練
受

講
生
募
集
」

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

福
岡
「
職
業
訓
練
受

講
生
募
集
」

ら
（
事
前
申
込
不
要
）

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー
福
岡

☎
０
９
３
（
６
４
１
）

６
９
０
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　
☎
０
９
４
８
（
22
）
４
９

８
８

●
開
始
日
　
４
月
26
日（
木
）

●
時
間
　
午
後
６
時
〜
同
７

時
●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

●
内
容

▽
韓
国
語
＝
ハ
ン
グ
ル
の
読

み
方
か
ら
あ
い
さ
つ
・
基

礎
会
話

▽
英
会
話
＝
中
学
校
１
年
生

程
度
の
文
法
を
中
心
に
会

話
練
習

●
定
員
　
各
講
座
15
人

●
参
加
料
　
６
０
０
０
円

（
全
８
回
）

＊
別
途
テ
キ
ス
ト
代

　

２
０
０
０
円
必
要

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

●
申
込
締
切
日
　
４
月
18
日

（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
際
文
化
交
流
協
会

（
前
田
）

☎
０
９
０
（
６
４
８
９
）

２
８
０
３

お
と
な
の
た
め
の

韓
国
語
・
英
会
話

入
門
市
民
講
座

●
日
時
　
４
月
６
日
（
金
）

〜
５
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時

＊
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま

で
●
場
所
　
北
九
州
市
立
美
術

館
分
館
（
リ
バ
ー
ウ
オ
ー

ク
北
九
州
５
階
）

●
内
容
　
日
本
美
術
院
同
人

再
興
第
１
０
２
回院

展

自
主
講
座受

講
生
募
集

●	

詠
進
要
領

▽
お
題
＝
「
光
」
を
詠
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
未
発
表
の

も
の

▽
１
人
１
首

▽
記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
、

自
署

＊
詳
細
は
宮
内
庁
ＨＰhttp:// 

www.kunaicho.go.jp

で
確
認
を

＊	

事
前
申
込
不
要

●	

申
込
締
切
日
　
９
月
30
日

（
日
）

●	

申
込
方
法
　
習
字
用
半
紙

を
横
長
に
使
用
し
て
縦
書

き
▽
右
半
分
＝
お
題
、
短
歌

▽
左
半
分
＝
郵
便
番
号
、
住

平
成
31
年
歌
会
始
の

詠
進
歌
募
集

所
、電
話
番
号
、氏
名
（
本

名
、
ふ
り
が
な
）、
生
年

月
日
、
性
別
、
職
業

▽
封
筒
＝
詠
進
歌

　
と
記
載
し
て
、（
〒
１
０

０
・
８
１
１
１
／
住
所
不

要
／
宮
内
庁
あ
て
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
内
庁

＊
９
月
20
日
（
木
）
ま
で
に

郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る

（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
て
、
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添

付
）

で
き
、
全
て
の
研
修
に
参

加
で
き
る
人

●
定
員
　
80
人
程
度

＊
希
望
者
が
少
な
い
と
き

は
、
中
止
の
場
合
あ
り

●
参
加
料

▽
小
学
生
＝
６
万
円

▽
中
学
生
＝
６
万
５
０
０
０

円
●
申
込
締
切
日
　
５
月
８
日

（
火
）

＊
詳
細
は
、
学
校
で
配
布
さ

れ
る
申
込
用
紙
で
確
認
を

【
ス
タ
ッ
フ
】

●
対
象
　
宗
像
・
福
津
市
民

か
い
ず
れ
か
の
市
に
通

勤
・
通
学
す
る
18
歳
か
ら

30
歳
程
度
の
人
で
、
週
１

回
の
会
議
と
研
修
に
参
加

で
き
る
人

＊
高
校
生
不
可

●
定
員
　
20
人
程
度

●
参
加
料
　
３
万
５
０
０
０

円
＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
（
小
原
〈
お
は

ら
〉)

☎
０
９
０
（
７
９
８
５
）

７
０
６
２

☎
０
５
７
０
（
７
８
３
）

５
４
４
で
各
種
相
談
を
受

付
▽
電
話
相
談
＝
午
後
６
時
〜

同
８
時

▽
司
法
書
士
の
紹
介
＝
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

＊
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
県
司
法
書
士
会

福
岡
東
支
部

　
☎
０
９
２
（
６
６
３
）

　
５
０
５
５

「
黄
色
い
自
転
車
」

●
参
加
料
　
無
料

＊
市
、
市
教
育
委
員
会
後
援

■
問
い
合
わ
せ
先

風
と
踊
ろ
う
（
大
塚
）

☎
０
９
０
（
１
９
２
０
）

４
５
５
４

作
家
の
新
作
、九
州
出
身
、

在
住
作
家
の
入
選
作
品
展

示
●
観
覧
料

▽
一
般
＝
１
０
０
０
円
　

▽
高
大
生
＝
６
０
０
円

▽
小
中
生
＝
４
０
０
円

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
美
術
館
分
館

☎
０
９
３
（
５
６
２
）

３
２
１
５

●	

内
容
　
各
種
相
続
手
続
き

に
利
用
で
き
る
こ
の
制
度

は
、
相
続
人
が
戸
除
籍
謄

本
な
ど
の
必
要
書
類
と
、

法
定
相
続
関
係
を
記
載
し

た
「
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
」
を
提
出
し
、
一
覧
図

の
写
し
に
登
記
官
が
証
明

を
付
し
て
交
付
す
る
制
度

で
す
。

＊
作
成
・
交
付
手
数
料
無
料

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
法
務
局
福
間
出
張
所

　
☎
（
42
）
０
３
０
４

法
定
相
続

�

情
報
証
明
制
度

●
講
座
名

①
日
本
古
代
史
を
学
ぶ
会

②
く
ず
し
字
で
読
む
百
人
一

首
●
日
程
　

①
毎
月
第
２
金
曜
日

②
毎
月
第
４
金
曜
日

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
同
11

時
30
分

●
講
師

①
亀
井
輝
一
郎
さ
ん
／
福
岡

教
育
大
学
名
誉
教
授

②
工
藤
重
矩
（
し
げ
の
り
）

さ
ん
／
福
岡
教
育
大
学
名

誉
教
授

●
場
所
　
河
東
コ
ミ
セ
ン
・

大
会
議
室
Ａ
・
Ｂ

●
受
講
料
　
前
期
・
後
期

（
各
３
０
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先

①
②
代
表
（
長
岡
）

☎
（
33
）
５
７
５
６

●
日
時
　
４
月
28
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

＊
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
街

道
の
駅 

赤
馬
館
で
受
付

●
対
象
　
市
民

●
持
参
品
　
飲
み
物
、帽
子
、

歩
き
や
す
い
服
装
。（
昼

食
は
３
０
０
円
で
提
供
）

●
内
容
　
食
べ
ら
れ
る
野
草

を
摘
み
な
が
ら
歩
く
。
摘

ん
だ
野
草
は
持
ち
帰
り
可

（
昼
に
絵
本
の
蔵
で
野
草

の
天
ぷ
ら
の
体
験
・
試
食

あ
り
）

▽
行
き
＝

①
Ａ
コ
ー
ス
／
赤
馬
館
か
ら

山
田
ま
で
（
６
㌔
）

②
Ｂ
コ
ー
ス
／
赤
馬
館
か
ら

平
等
寺
弥
勒
（
み
ろ
く
）

山
（
高
さ
約
２
４
０
㍍
）

経
由
で
山
田
ま
で（
９
㌔
）

▽
帰
り
＝
山
田
地
蔵
尊
増
福

院
か
ら
河
東
コ
ミ
セ
ン
ま

で
（
３
㌔
）

●
参
加
料
　
５
０
０
円

＊
地
図
、
解
説
書
、
手
形
、

保
険
料
を
含
む

●
そ
の
他
　
駐
車
場
な
し

●
申
込
締
切
日
　
４
月
15
日

（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

む
な
か
た
古
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
樺
島
）

▽
☎
（
33
）
１
４
２
３

▽
メールkabashim

a@
lib.

bbiq.jp
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お知らせ・市民

■俳句、川柳、短歌の各作品を随時募集中。①住所
②氏名③年齢④電話番号を明記して、ハガキか郵
送＝〒811-3492／住所不要／広報報道担当各作
品係あてへ応募してください。

＊作品・氏名には、必ずふりがなを付けてください
＊俳句（当季雑詠）はハガキに３句以内
＊川柳は自由吟（雑詠）でハガキに５句以内
　（ハガキは６月１日から料金が62円になりました）
＊短歌の添削を希望する場合は、必ず返信用封筒と
82円切手２枚を添えて郵送（１人３首以内）

＊今回の募集は、７月号に掲載する分です
■問い合わせ先
　秘書政策課広報報道担当　☎（36）1055

4

口
癖
に
時
お
り
亡は

は母
が
顔
を
出
す

　
　
　
　
　
　
　
自
由
ケ
丘
　
田
中
夏
子

齢
だ
か
ら
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
し
て
生
き
る
　

　
　
　
　
　
　
　
河
東
　
　
　
櫻
木
山
彦

羽
繕
ば
か
り
カ
ッ
コ
ウ
民
主
主
義

　
　
　
　
　
　
　
玄
海
　
　
　
独
活
乃
枯
木

捨
て
台ぜ

り
ふ詞

言
っ
て
は
み
た
が
出
る
未
練

　
　
　
　
　
　
　
赤
間
西
　
　
阿
部
龍

雨
の
音
ナ
イ
シ
ョ
ば
な
し
が
流
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
自
由
ケ
丘
　
角
ひ
さ
子

電
線
よ
り
直
滑
降
の
春

は
る
す
ず
め雀

　
　
　
　
　
　
日
の
里
　
　
白
木
裕
見
子

近
づ
け
ば
灯ひ

点と
も

る
戸
口

柊
ひ
い
ら
ぎ

挿
す

　
　
　
　
　
　
河
東
　
　
　
古
野
み
わ
子

棟
上
げ
の
お
捻ひ

ね

り
拾ひ

ろ

ふ
春
隣

　
　
　
　
　
　
日
の
里
　
　
中
川
博
子

句
集
め
く
る
朝
の
ひ
と
と
き
窓
に
雪

　
　
　
　
　
　
自
由
ケ
丘
　
高
浦
恵
美
子

空
っ
風
く
の
字
に
な
り
て
踏
ん
ば
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
日
の
里
　
　
松
田
知
津
子

とどくから　自分の気持ち　伝えよう（竹市麻
ま お

央・河東小６年）
広げよう　笑顔優しさ　平和の輪（大庭日

ひ な こ

菜子・自由ヶ丘小６年）
手をつなごう　明るい明日が待っている（古田翔

しょう

・南郷小６年）
迷わない　差しのべようよ　あなたの手（佐藤琢

た く ま

磨・日の里東小６年）

伝
　
言
　
板

●
日
時
　
４
月
21
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
同
４
時

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

１
０
１
会
議
室

●
内
容
　
〜
働
き
た
い
け
ど

働
け
な
い
若
者
と
そ
の
ご

家
族
へ
〜
回
復
に
向
け
家

族
で
出
来
る
支
援
に
つ
い

て
●
講
師
　
鳥
巣
正
治
さ
ん

（
福
岡
わ
か
も
の
就
労
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
）

●
定
員
　
先
着
30
人

●
参
加
料
　
無
料

＊
市
後
援

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丘
の
上
の
街

（
福
岡
わ
か
も
の
就
労
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
宗
像
支

部
）（
花
田
）

☎
（
51
）
４
３
２
５

講
演
会

「
引
き
こ
も
り
の

就
労
支
援
の
実
際
」

●
日
時
　
４
月
30
日
（
月
・

振
休
）

む
な
か
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

メ
イ
ツ
＆
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
合
同
公
演

●
日
時
　
５
月
６
日
（
日
）

▽
受
付
＝
午
前
８
時
30
分
〜

同
８
時
45
分

▽
開
始
＝
同
９
時

＊
雨
天
時
は
同
13
日
（
日
）

に
延
期
。
当
日
現
地
で
確

認
を

●
会
場
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
種
目
　

▽
男
子
＝
一
般
、
シ
ニ
ア

（
60
歳
以
上
・
70
歳
以
上
）

▽
女
子
＝
一
般
、
シ
ニ
ア

（
50
歳
以
上
）

▽
初
心
者
＝
始
め
て
３
年
以

内
か
そ
れ
と
同
程
度

＊
年
齢
は
、
平
成
30
年
12
月

31
日
現
在

●
対
象
　
市
民
か
市
に
通
勤

通
学
す
る
人
、
宗
像
市
テ

ニ
ス
協
会
加
盟
の
ク
ラ
ブ

員
＊
必
ず
各
自
で
ス
ポ
ー
ツ
保

険
に
加
入
を

●
参
加
料

▽
一
般
＝

３
０
０
０
円
／
ペ
ア

▽
会
員
＝

２
０
０
０
円
／
ペ
ア

＊
高
校
生
以
下
は
会
員
価
格

＊
市
教
育
委
員
会
後
援

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

●
申
込
締
切
日
時
　
４
月
26

日
（
木
）

●
申
込
方
法
　
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
を

明
記
し
て

市
長
杯
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会

●
日
程

▽
一
般
＝
５
月
６
日
、
同
13

日
、
同
20
日
、
同
27
日

＊
い
ず
れ
も
日
曜
日

▽
中
学
生
＝
４
月
28
日

（
土
）、
同
30
日
（
月
・
振

休
）、
５
月
６
日
（
日
）

▽
小
学
生
＝
４
月
28
日

（
土
）、
同
30
日
（
月
・
振

休
）、
５
月
６
日
（
日
）

●
参
加
要
件
　

▽
一
般
＝
①
職
域
チ
ー
ム

（
市
内
の
同
じ
職
場
で
勤

務
す
る
人
で
構
成
編
制
）

②
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
市
に

在
住
す
る
社
会
人
、
高
校

生
以
上
で
野
球
部
に
属
し

て
い
な
い
学
生
・
生
徒
）

＊
学
生
・
生
徒
は
３
人
以
内

▽
小
・
中
学
生
＝
そ
れ
ぞ
れ

市
に
在
住
す
る
小
・
中
学

生
で
編
成

＊
各
チ
ー
ム
は
傷
害
保
険
へ

の
加
入
を

●
参
加
料

▽
一
般
＝
５
０
０
０
円

＊
別
途
年
会
費
３
０
０
０
円

必
要

▽
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０

春
季
軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

▽
ハ
ガ
キ
＝
〒
８
１
１
・
４

１
６
５
／
広
陵
台
１
・

２
・
37
／
テ
ニ
ス
協
会
事

務
局
（
倉
本
一
夫
あ
て
）

▽
FAX
（
35
）
０
５
６
０

＊
会
員
は
所
属
ク
ラ
ブ
役
員

に
申
し
込
み
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会
事
務
局
（
倉
本
）

☎
０
９
０
（
４
９
９
０
）

９
９
２
８

円
＊
別
途
年
会
費
１
０
０
０
円

必
要

●
申
込
方
法
　
４
月
23
日

（
月
）
午
後
６
時
30
分
か

ら
メ
イ
ト
ム
宗
像
で
開
催

す
る
監
督
会
議
で
申
し
込

む
■
問
い
合
わ
せ
先

宗
像
市
軟
式
野
球
連
盟

事
務
局
（
梶
谷
）

☎
（
32
）
８
８
９
１

▽
開
場
＝
午
後
０
時
30
分

▽
開
演
＝
同
１
時

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
内
容

▽
第
１
部
＝
市
民
参
加
型

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ふ
ぞ
ろ

い
の
天
使
た
ち
」

▽
第
２
部
＝
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
メ
ド
レ
ー

「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」

●
チ
ケ
ッ
ト

▽
高
校
生
以
上
＝
９
９
０
円

▽
中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円

＊
乳
幼
児
ひ
ざ
上
観
覧
は
無

料
＊
チ
ケ
ッ
ト
は
宗
像
ユ
リ
ッ

ク
ス
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
販
売

＊
市
教
育
委
員
会
後
援

■
問
い
合
わ
せ
先

同
団
体
（
本
松
）

☎
０
９
０
（
１
１
９
３
）

１
１
４
０

【①妊娠の届出・母子健康手帳交付(すこやかマタニティクラス)】……………………
　母子健康手帳の説明、妊婦健康診査受診補助券の交付、妊娠中の健康管理の話な
どを実施します。
●日程(いずれも金曜日)／場所
▽4月6・20・27日／市役所本館・201会議室
▽4月13日／市役所本館・203会議室
●時間　▽受付＝10：15〜10：30　▽実施＝10:30〜11:30
●持参品　妊娠届出書
【②栄養なんでも相談室】……………………………………………………………………
　栄養や離乳食に関する悩みに、管理栄養士が個別に応じます。離乳食教室もあり
ます。
●日程　4月25日（水）、5月23日（水）
●時間　❶相談＝9：30〜11：00(12:00終了)　❷教室＝10：00〜11：00
●場所　メイトム宗像・❶202会議室　❷2階調理室
＊❶は事前申込必要・定員あり、❷は不要
●対象　0〜4歳児の保護者、妊婦(市民のみ)
【③たまご学級】…………………………………………………
●日程／コース
▽4月  6日(金)＝1コース「どんなお産にしたい？」
▽4月20日(金)＝2コース「安産体操と産後のからだについて」
●時間　▽1、2コース＝受付(13:15〜13:30)、実施(13：30〜15：00)
●場所　メイトム宗像　
●対象　▽1コース＝妊婦さんのみ　▽2コース＝パパも可
●持参品　母子健康手帳、母子健康手帳副読本、筆記用具
　　　　▽2コース＝バスタオル、フェイスタオルも
　　　　　（スカートでの参加は避けてください）
●託児　無料(5カ月〜未就学児)　＊託児は1週間前までに申し込みを
【①〜③共通事項】……………………………………………………………………………
■申込・問い合わせ先　子ども家庭課子ども保健係　☎(36)1365
＊その他、「乳幼児健康診査」「10カ月すくすく相談会」など、詳細は市ＨＰ http://

www.city.munakata.lg.jp/→「むむハグ。」→「目的で探す」→「相談・サポー
ト」で確認を

【献血】…………………………………………………………………………………………
●日時／場所
▽4月4日(水)＝10:00〜13:00、14:00〜16:00／日本赤十字九州国際看護大学
▽5月9日(水)＝10:00〜16:00／市役所
●内容　400㎖献血。無料の血管年齢測定も実施
●対象　男性17〜69歳、女性18〜69歳。
　　　　ただし、65歳以上は60歳代での献血経験者のみ
■問い合わせ先　健康課　☎(36)1187
【宗像医師会病院健診センター健康教室・健康相談(無料)】……………………………
●日程　5月10日(木)　●場所　宗像地域医療センター(田熊)
●時間／会場　▽健康教室＝14:00〜15:00／3階・講堂
　　　　　　　　テーマ「生活習慣病や認知症の予防につながる運動について」
　　　　　　　▽健康相談＝15:00〜16:00／2階・健診センター
■問い合わせ先　宗像医師会病院健診センター　☎(37)0007

●
試
験
日
　
７
月
29
日（
日
）

＊
実
技
試
験
は
別
途
指
定

●
場
所
　
福
岡
市
、
他

●
内
容
　
す
し
料
理
、
中
国

料
理
、
給
食
用
特
殊
料
理

●
申
請
受
付
期
間
　
５
月
７

日
（
月
）
ま
で

＊
詳
細
は
公
益
社
団
法
人
調

理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
ＨＰ

http://w
w

w
.chouri-

ggc.or.jp

で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

☎
03
（
３
６
６
７
）
１
８

６
７

調
理
技
術
技
能

評
価
試
験
（
前
期
）
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電子申請は、市ＨＰhttp://www.city.munakata.lg.jp/→「電子申請」で申し込む

　詳細は、各問い合わせ先で
確認してください。

　子どもが自然の中で自由に活動でき
る冒険遊び場です。誰でも自由に参加
できます。参加無料。
●日時
▽4月14日（土）、21日(土)、22日（日）、
　28日(土)
＊時間はいずれも10:00～16:00
▽4月12日（木）・19日（木）・26日(木)、
　5月10日(木)
＊時間はいずれも10：30〜13：30
●場所　子どもプレーパーク
　　　　(メイトム宗像・本館横)
【中・高生の居場所づくり（参加無料）】
●日時　4月22日(日)10：00〜17：00
●場所　発達支援センター
　　　　(メイトム宗像・別館)

【4月の休館日】
7日（土）〜8日（日）
＊5月は5日（土・祝）、6日(日)が休み
【子育てママのリフレッシュ①
～心とカラダを癒やすカラーセラピー～】
　色の持つ力を知り、今の自分に合う
色を見つけましょう。日頃の忙しさを忘
れて、ホッとする時間を持ちませんか。
●日時　5月12日（土）10：00〜12：00
●場所　メイトム宗像・結工房
●講師　新開よしこさん（臨床心理士）
●対象　子育て中の女性市民
●定員　抽選で20人
●受講料　無料
●申込締切日　4月30日(月・振休)
【LGBTQ基礎講座

～「知ってるつもり」から
「正しい理解」へ～】

　 最 近 聞 か れ る よ う に な っ て き た
「LGBTQ（性的少数者）」という言葉。
LGBTQって何？と思っている人も、
何となく知っている人も、正しく理解
することが大切です。当事者の悩みを
知り、誰もが幸せに生活できる社会に
ついて一緒に考えましょう。
●日時　5月30日（水）10：00〜12：00
●場所　メイトム宗像・結工房
●講師　牧園祐也さん
　　　　（NPO法人
　　　　Rainbow Soup理事）
●対象　市民
●定員　抽選で20人
●受講料　無料
●申込締切日　5月20日(日)
【コンピュータサービス技能評価試験

エクセル3級検定講座】
　グラフや表計算、ビジネス図表など
の基本操作を学び、資格取得を目指し
ましょう。
●日時　6月11日（月）〜7月5日（木）
　　　　毎週月・木曜（全8回）
　　　　9：00～12：00
●検定日　7月9日（月）
●場所　メイトム宗像・102会議室
●講師　グレン・パソコン講師
●対象　簡単な日本語入力、マウス操
　　　　作ができる市民
●定員　抽選で10人
●受講料　10,800円
●教材費　  1,700円
●検定料　  5,250円
●使用ソフト　エクセル2010
＊開講日に就業支援プチ講座があります
＊締切後のキャンセルは、教材費を頂
きます

＊講座途中での退会は返金できません
●申込締切日　5月27日(日)

【共通事項】
■申込方法
　①講座名②郵便番号③住所④氏名⑤

年代⑥電話番号⑦託児(5カ月～就学
前)希望者は、子どもの名前、年齢(○
歳○カ月)を明記して

▽ハガキ＝〒811-3437／
　久原180(メイトム宗像内)／男女共

同参画推進センター「ゆい」あて
▽☎(36)0250　
▽ FAX (36)0269
▽電子申請(欄外参照)
＊抽選結果は郵送します

【4月の休館日】
▽えほんのへや＝7日（土）、8日（日）
▽中央館、深田分館＝2日、9日、16日、
　23日（いずれも月曜日）
▽須恵分館＝2日（月）、9日（月）、
　16日（月）、23日（月）、28日（土）、
　29日（日・祝）、30日（月・振休）
▽全館＝26日（木）
【①赤ちゃんのおはなし会】
　0〜1歳児と保護者が一緒に、わらべ
うたや絵本を楽しみます。妊婦さんも
参加できます。妊婦さんには、おはな
し会を体験後、わらべうたや絵本、赤
ちゃんとメディアとの関わり方などに
ついて話します。入場無料。
●担当　おはなしボランティア
　　　　「ととけっこう」
●日程　4月5、12、19日
　　　　（いずれも木曜日）
●時間　▽0歳児＝11:00～11:30、
　　　　  　　　　13:30～14:00
　　　　▽1歳児＝11:30～12:00
【②小さい子のためのおはなし会】
　就学前の子ども向けのおはなし会で
す。入場無料。
●担当　おはなしボランティア
　　　　「おはなし あのね！」
●日程　4月6、13、20日
　　　　(いずれも金曜日)
●時間　11:00～11:30
(①②共通事項)
●会場　えほんのへや・メイトム宗像内
【おはなし会】
　絵本の読み聞かせやパネルシアター
など。入場無料。誰でも参加できます。
●担当　おはなしボランティア
　　　　「お話げんかい」
●日時　4月28日(土)11：00～11：30
●会場　深田分館
【おはなし会スペシャル】
　「こどもの読書週間」企画。おはなし
会の拡大版。入場無料。誰でも参加で
きます。
●日程　4月27日(金)
●担当／時間
▽おはなしボランティア「おはなし あ

のね！」11:00～
▽おはなしボランティア「お話げんか

い」／13:30〜
＊いずれも2〜5歳児向き
●会場　えほんのへや・メイトム宗像内

　市民活動を応援する窓口です。市民
活動やボランティア、補助金などに関
する相談を、常時受け付けています。
団体の情報もそろっています。
●開館日　月～金曜日　＊祝日を除く
●開館時間　8:30～17:00

子育てサロン「やんちゃぱーく」
4月3日（火）、5月1日（火）
10：30～12：00／赤間コミセ
ン・ふれあい公園(雨天時は
キッズルーム)／NPO法人保
育サービス・エンゼル
☎090(6294)8005

子育てサロン自由ヶ丘南
4月13日（金）、5月11日（金）
10:00～12:00／自由ヶ丘中学校・別館／
牟田☎090(9651)0887

子育てサロン「あひるクラブ」
4月17日(火)、5月15日(火)10:00～12:00／
東郷コミセン／同地区コミュニティ☎(36)7711

玄海子育てサロン「玄きっこ」
5月10日（木）10:00〜12:00／
玄海コミセン／
同地区コミュニティ☎(62)1642

まりんらんど　不定期／大島コミセン／
同地区コミュニティ☎(72)2321

地島サロン　不定期／地島漁村センター／
前田☎(62)1260

日の里子育てサロン
4月17日(火)、5月15日
(火)10:00～13:00／
日の里中管理棟1階・
地域連携室／棚橋
☎090(1348)9420

河東中学校子育てサロン
｢かすたねっと♪｣

4月18日(水)
10:00～14:00／河東中 
・学習室／河東地区コミ 
ュニティ☎(35)1837

出張ひのっこサロン
4月18日(水)
10:00〜14:00／
日の里コミセン・子供室
／池淵
☎090(1920)1068

子育てサロン ｢どんぐり｣
4月19日（木）
10:00～14:00／
河東コミセン・和室A、
B／同地区コミュニティ
☎(35)1837

子育て自由ヶ丘サロン
4月19日(木)10:00～
12:00／自由ヶ丘コミセ
ン・和室A・B、キッズ
コーナー／同地区コミュ
ニティ☎(32)5594

岬子育てサロン
「ニコニコくらぶ」　

4月19日(木)10:00～
12:00／岬コミセン／
同地区コミュニティ
☎（62）2656

あかまなかよしサロン
4月24日(火)10:00～
12:00／赤間コミセン・
キッズルーム／
同地区コミュニティ
☎(39)7051

池野子育てサロン
「めだかっ子」

4月26日(木)10:00～
12:00／池野コミセン・
多目的ホール／同地区コ
ミュニティ☎(62)2003

ぬくもりっこ
4月27日(金)
10:00〜12:00／
赤間西コミセン／
同地区コミュニティ
☎(38)9506

河東西小子育てサロン
5月10日（ 木）10:00〜
14:00／河東西小体育館
2階・和室／
吉村☎090(9582)0037

ひのっこサロン
5月10日（ 木）10:00～
14:00／日の里西小・1
階和室／
池淵☎090(1920)1068

日の里東小子育てサロン
5月10日（ 木）10:00〜
14:00／日の里東小・和
室／
野田☎090(3415)8096

　申込方法の記載がないものは、参加
自由。交流室利用以外は、市民優先です。
【「ふらこっこ」交流室】
　ママ、パパ、おばあちゃん、おじいちゃ
ん、子どもと一緒に、ぜひ遊びに来て
ください。
●開館日
　月～金曜日、第2土曜日(14日)
●開館時間　10:00～15:30
＊0歳児対象の ｢赤ちゃんday｣ は
　4月11日(水)10：00～12：00
＊4月は、第2水曜日(11日)の午後が
　休館
【①トゥインクル☆クラブ

〜春をさがしにいこう〜】
●日時　4月21日（土）
　　　　10:00～12:00（9:45受付）
●場所　メイトム宗像・健診室
●内容　みんなでお散歩、親子あそび
　　　　情報交換
●対象　双子以上の乳幼児と保護者、　

　　　出産予定の人
●定員　先着15組
●持参品　お茶、タオル、動きやすい
　　　　　服装・歩きやすい靴

●申込開始日時　4月2日（月）10:00
【②満1歳のお誕生会＆食育ミニ講座】
●日時　4月25日（水）10:30～12:00
●会場　メイトム宗像・健診室、和室
●対象　4月に1歳になる子どもと親
＊終了後、昼食会あり(弁当持参)
●定員　先着15組
●申込開始日時　4月2日(月)10:00
【③親子で遊ぼう!
ホップ!　ステップ!!　ジャンプ!!!

～春のさんぽ～】
●日時　5月10日(木)
　　　　10:00～11:30（10:00受付）
●場所　メイトム宗像・
　　　　多目的ホール、外庭
●内容　おさんぽポシェットを作って
　　　　春をさがす、親子あそび、
　　　　おはなし、子育てほっと講座
●対象　1歳以上の子どもと親
●定員　親子合わせて先着40人
＊1歳未満のきょうだい児が参加の場
合は相談を

●持参品　お茶、タオル、動きやすい
　　　　　服装・歩きやすい靴
●申込開始日時　4月12日(木)10:00
（①〜③共通事項）
■申込先　子育て支援センター
▽☎(37)3741　▽窓口
＊受付時間はいずれも10:00〜15:30

男女共同参画推進センター
「ゆい」 ☎(36)0250

子育て支援センター
「ふらこっこ」 ☎(37)3741

市民活動・
ＮＰＯボランティアセンター

☎(36)0311

子どもプレーパーク
子ども育成課☎(36)1214

市民図書館
▽宗像ユリックス☎(37)1321
▽深　田　分　館☎(62)2346
▽須　恵　分　館☎(32)8691
▽え ほ ん の へ や☎(36)0212

【サロン名／日時／場所／問い合わせ先】

子育てサロン 　子育てサロンは、誰でも自由に参加できます。
＊4月3日（火）～5月15日（火）までの開催予定を掲載
＊主催者の都合で開催日の変更や休みの場合あり

■問い合わせ先　子ども家庭課子ども保健係　☎（36）1365

【保健師・助産師によるミニ相談会のお知らせ】

　子育てサロンで、保健師・助産師の
出張ミニ相談会を実施します。体重測
定や育児について気になることなど、
気軽に相談してください。

●日程　上表●●、●●印
●時間　●10:00〜12:00
　　　　●10:30〜12:00
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緊急連絡先

宗像管工事協同組合 

 　☎（37）0435

▽24時間受付  ▽私有地内工事有料

4月
【掲載募集】平成31年６月の掲載分を、４月10日（火）9:00から電話で受け付
けます。先着６人まで。対象は掲載時点で満３歳までです。なお、平成30年11
月と平成31年４月の掲載枠に多少の空きがあります（３月14日現在）。
■申込先　秘書政策課広報報道担当　☎（36）1292

　わが家にかわいいお姫様がやってきて一年た
ちました。大好きなお兄ちゃんと一緒にお祝い
しようね♡

　笑顔のステキな樹希くん☆　お誕生日おめで
とう！　日々成長していく姿を見れてうれしい
よ。元気に大きくなってね。
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お誕生日おめでとう
1歳

2歳

　お誕生日おめでとう。食べることが大好きな
食いしん坊な成音。これからもたくさん食べて
大きくなってね♡

　エイサーが大好き、いつも笑顔で明るい大耀。
３歳も元気で楽しく大きくなってね！
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2歳

3歳

　２歳のお誕生日おめでとう！　毎日元気な
うーたんお姉ちゃんと仲良くしてね♪　みんな
うーたんが大好きだよ♡

　お誕生日おめでとう♡　お姉ちゃん大好き唯
斗くん。これからも仲良くたくさん遊んで、元
気いっぱい育ってね♪
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■なんでも相談
（市役所北館1階・福祉課横）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）2237
■こころと生き方の相談

（市役所本館1階・相談室）
月〜金曜日13:00〜17:00
☎(36)1156
＊面接、電話で相談可
■心配ごと相談

（市社会福祉協議会）
▽市役所本館１階・相談室＝
　第1･2･4木曜日
▽自由ヶ丘コミセン＝奇数月の第3木曜日
▽日の里コミセン＝偶数月の第3木曜日
＊いずれも10:00～15:00
☎（37）1300
■補聴器相談

（市役所本館1階・第2相談室）
4月11日(水)・20日(金)・24日(火)
＊いずれも10:00～12:00
☎（36）3135
■保健所各相談・検査

（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
▽精神保健相談＝第1〜4水曜日
　13:30〜16:00
　☎（36）2473　＊予約制
▽エイズ・性感染症の相談・検査＝
　毎週火曜日9:00〜11:00
　☎（36）6098　＊予約制
▽B型、Ｃ型肝炎の相談・検査＝
　毎週火曜日9:00〜11:00
　☎（36）6098　＊予約制
▽女性の健康相談（不妊・更年期等）

＝第3金曜日13:00〜16:00
　☎（37）4070　＊予約制
■社会福祉法人福岡いのちの電話
▽福岡いのちの電話相談＝
　☎092（741）4343
＊24時間、年中無休

▽自殺予防いのちの電話＝
　毎月10日8:00〜翌8:00
　 0120（783）556
▽インターネット相談＝
　 ＨＰ http://www.inochinoden 

wa-net.jp/

■子育て支援センター「ふらこっこ」
（メイトム宗像内）
月〜金曜日、第2土曜日
＊第2水曜日は午前のみ（0歳児のみ）
10:00〜15:30 ☎（37）3741
■子ども家庭相談

（市役所西館1階・子ども家庭相談室）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）1302、FAX（37）3046
■児童虐待全国共通ダイヤル
☎189(いちはやく)
＊24時間、年中無休
■子どもの権利相談

（市役所西館1階・子どもの権利相談室）
月〜金曜日10:00〜18:30
☎（36）9094、FAX（37）3046

0120（968）487（子ども専用）
■妊婦・乳幼児健康相談

（市役所西館1階・子ども家庭課）
月～金曜日8：30～17：00
☎（36）1365
■発達相談
▽子ども相談支援センター発達支援

室（市役所西館1階）＝
　☎（36）9098
▽発達支援センター
　（メイトム宗像内）＝☎（36）0224
＊いずれも月〜金曜日8:30〜17:00
■子どもホットライン24

（県教育委員会・福岡教育事務所）
☎092（641）9999
＊24時間、年中無休
■乳幼児発達診査（分庁舎のみ実施）

（宗像・遠賀保健福祉環境事務所）
奇数月の第4金曜日13:00〜15:30
☎（36）2366　＊予約制

■行政相談
（市役所北館1階・福祉課横）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）2237

■交通事故相談
（市役所本館1階・第1相談室）
5月7日(月)
＊いずれも時間は10:00〜15:00
☎（36）5050
■交通事故相談（県庁）
月〜金曜日9:00〜16:00
☎092（622）0403
■民暴特別相談

（県暴力追放運動推進センター・
吉塚合同庁舎5階）

毎月第1・第3水曜日13:30〜16:00
☎092（651)8938

■職業紹介・相談
（市役所北館2階・

宗像市ふるさとハローワーク）
月〜金曜日8:30〜17:00
☎（36）1150
■40歳からの個別就職相談

（県中高年就職支援センター）
毎週金曜日10:00〜17:00
☎092（433）7780　
＊予約制
■ひとり親家庭等就業相談

（ひとり親サポートセンター「飯塚ブ
ランチ」）
▽市役所本館1階・第1相談室＝
　第1・3水曜日10:00〜15:00
　☎ 0948（21）0390
　 FAX 0948（21）0391
■労働相談、子育て女性の就職相談

（福岡労働者支援事務所・
福岡西総合庁舎5階）

月〜金曜日8:30〜17:15
＊水曜日は20:00まで電話での労働
相談

▽労働相談＝☎092（735）6149
▽子育て女性就職支援＝
　☎092（735）6150

■法律相談
▽県庁1階・県民相談室＝
　第1・第3金曜日13:00〜16:00
　☎092（643）3333　＊予約制
▽男女共同参画推進センター

　「ゆい」（メイトム宗像内）＝
　第3火曜日13:00〜16:00
　☎（36）0250　＊予約制
■消費生活相談

（市消費生活センター）
月〜金曜日
8:30〜17:00 ☎（33）5454
■多重債務電話相談

（福岡財務支局）
月〜金曜日9:00〜17:00
☎092（411）7291
■年金相談
▽東福岡年金事務所＝
　月〜金曜日8:30〜17:15
　☎092（651）7967
▽ねんきん定期便＝
　☎0570（058）555
▽年金相談＝☎0570（05）1165
■養育費電話相談

（ひとり親サポートセンター「飯塚ブ
ランチ」）
＊ひとり親家庭の父か母、離婚協議
中の人が対象

月〜金曜日9:00〜16:00
☎ 0948（21）0390
FAX 0948（21）0391
■警察相談

（宗像警察署）
月〜金曜日9:00〜17:45
☎♯9110、☎（37）2000

■住宅相談／訪問相談（相談員の派遣）
（住まいと暮らしの情報センター

「住マイむなかた」）
月〜金曜日9:00〜17:00
＊受付は16:00まで
☎（37）2525

心とからだ

子ども・子育て

行　政

仕　事

住　宅

法　律

交通事故・暴追
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